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「障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮称
かしょう

）の論点
ろんてん

についての意見
いけん

 

（分野
ぶんや

E
いー

 地域
ちいき

移行
いこう

) その１ 

 

（分野
ぶんや

E
いー

 地域
ちいき

移行
いこう

) 

＜項 目
こうもく

E
いー

-1 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

＞ 

論 点
ろんてん

E
いー

-1-1) 条 約
じょうやく

では、「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないこと」とあるが、こ

れを確保
かくほ

するためにはどのようなことが課題
かだい

にあるか？また、地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

につい

てどう 考
かんが

えるか？ ・・・２ 

 

論 点
ろんてん

E
いー

-1-2) 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

に 関
かん

して具体的
ぐたいてき

な期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

、プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などを定
さだ

めることは必 要
ひつよう

か？ ・・・１５ 

 

論 点
ろんてん

E
いー

-1-3) 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるために、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などをどの

ように整備
せいび

・展 開
てんかい

していくべきか？ ・・・２７ 

 

論 点
ろんてん

E
いー

-1-4) 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

の結果
けっか

、保 証 人
ほしょうにん

を確保
かくほ

できず地域
ちいき

移行
いこう

が出来
で き

ない

人
ひと

への対 応
たいおう

として、どのような公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

が必 要
ひつよう

か？ ・・・３７ 

 

論 点
ろんてん

E
いー

-1-5) 地域
ちいき

移行
いこう

をする人
ひと

に必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

が給 付
きゅうふ

されるような仕組
し く

みは必 要
ひつよう

か？また、どのようなものであるべきか？ ・・・４５ 

 

論 点
ろんてん

E
いー

-1-6) 地域
ちいき

移行
いこう

における、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

の役 割
やくわり

、機能
きのう

をどう 考
かんが

えるか？

 ・・・５３ 
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論 点
ろんてん

E
いー

-1-1) 条 約
じょうやく

では、「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないこと」とあるが、こ

れを確保
かくほ

するためにはどのようなことが課題
かだい

にあるか？また、地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

につい

てどう 考
かんが

えるか？ 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

を初め
はじめ

、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、訪 問
ほうもん

看護
かんご

、往 診
おうしん

などのさまざまな社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

。地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

はメニュー
め に ゅ ー

事 業
じぎょう

ではなく、しっかりとした位置づけ
い ち づ け

のもと実施
じっし

されるべきで法定化
ほうていか

を求める
もとめる

。当 然
とうぜん

現 行
げんこう

１７億
１７おく

の予算
よさん

も飛躍的
ひやくてき

に増 額
ぞうがく

し

実施
じっし

体 制
たいせい

を強 化
きょうか

する。大きな
おおきな

前 提
ぜんてい

として、精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

福祉
ふくし

の総予算
そうよさん

配 分
はいぶん

の

大 幅
おおはば

な見直し
みなおし

をはかる。それを推し進める
お しすす める

ためにも精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

の 削 減
さくげん

は必須
ひっす

条 件
じょうけん

と言える
い え る

。  

○理由 

 地域
ちいき

移行
いこう

の先
さき

を GH/CH と考えがち
かんがえがち

であるが、地域
ちいき

の中
なか

にさまざまな 社 会
しゃかい

資源
しげん

や

サポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

があればアパート
あ ぱ ー と

での単 身
たんしん

生 活
せいかつ

の可能
かのう

な人
ひと

もいる。また人
じん

口
こう

万
まん

対
たい

５

を上回る
うわまわる

精神科
せいしんか

ベッド
べ っ ど

の配備
はいび

は「隔離
かくり

収 容
しゅうよう

」の傾 向
けいこう

を強める
つよめる

との 研 究
けんきゅう

があり、

先 進
せんしん

諸 外 国
しょがいこく

がほぼこの対比
たいひ

に基づく
もとづく

配備
はいび

のなか、我が国
わがくに

は万 対
まんたい

２７．５で 収 容
しゅうよう

傾 向
けいこう

は 強 烈
きょうれつ

である。さらに全世界
ぜんせかい

の精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

が約
やく

１６２万
１６２まん

床
ゆか

であるが、

我が国
わがくに

は約
やく

３５万
３５まん

床
ゆか

という 状 態
じょうたい

で、世 界 中
せかいじゅう

の 病 床
びょうしょう

の２割
２わり

を上回る
うわまわる

数
かず

を有する
ゆうする

という「異 常
いじょう

さ」である。この肥大化
ひだいか

した 入 院
にゅういん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

を支える
ささえる

ために精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

福祉
ふくし

予算
よさん

全 体
ぜんたい

の１兆９，３００億円
１ちょう９，３００おくえん

のうち約
やく

１兆４，０００
１ちょう４，０００

憶
おく

円
えん

が遣われ
つかわれ

、

地域
ちいき

支援
しえん

や福祉
ふくし

事 業
じぎょう

にはわずか約
やく

５００億円
５００おくえん

しか割かれて
さ か れ て

いないという圧 倒 的
あっとうてき

な

財 政
ざいせい

バランス
ば ら ん す

の悪さ
わるさ

（精 神
せいしん

医 療
いりょう

：地域
ちいき

活 動
かつどう

／精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

＝９７：３）のな

かで事態
じたい

が推移
すいい

している。 早 急
さっきゅう

に改めなければ
あらためなければ

、人 権
じんけん

軽視
けいし

と 極 端
きょくたん

な 偏 重
へんちょう

予算
よさん

と

いう 国 辱 的
こくじょくてき

事態
じたい

は続く
つづく

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を施設
しせつ

、入 院
にゅういん

するならば、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

していくためのバックア

ップ施設
しせつ

を身近
みぢか

な所
ところ

に設置
せっち

する必 要
ひつよう

がある。 
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 地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

をするとしたら緩
ゆる

やかな、包 括 的
ほうかつてき

な内 容
ないよう

とし法 律
ほうりつ

で縛
しば

ること

にしない。 

○理由
りゆう

 

 家族
かぞく

、家
いえ

を崩
くずれ

壊
こわ

してきた社 会
しゃかい

の再 構 築
さいこうちく

が図
はか

られない以 上
いじょう

、特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

（施設
しせつ

）は、特
とく

に先 天 性
せんてんせい

障 害 者
しょうがいしゃ

に必 要
ひつよう

です。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないこと」は当 然
とうぜん

のことであるが、これまでに

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に入
はい

っているあるいはこれから入
はい

る知的
ちてき

や発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の人
ひと

たちも尐
すく

なくな

い。前 者
ぜんしゃ

については、大 舎 制
だいしゃせい

からいきなり地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

はむずかしいので、す

べての入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

(生 活
せいかつ

施設
しせつ

)を小 舎 制
しょうしゃせい

(利用者
りようしゃ

5～6人
にん

、スタッフ
す た っ ふ

3名
めい

)にして年 限
ねんげん

を

切
き

り、地域
ちいき

移行
いこう

のためのアセスメント
あ せ す め ん と

を行
おこな

い、現 在
げんざい

の能 力
のうりょく

でグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

や援助付
えんじょづ

きのアパート
あ ぱ ー と

などでホームライク
ほ ー む ら い く

な生 活
せいかつ

ができるよう十 分
じゅうぶん

な支援
しえん

をすることにより、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

などへの移行
いこう

を進
すす

める必 要
ひつよう

がある。また 18歳
さい

未満
みまん

については、特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

等
とう

で職 場
しょくば

実 習
じっしゅう

のみでなく生 活
せいかつ

実 習
じっしゅう

や体 験 型
たいけんがた

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の活 用
かつよう

な

ども同時
どうじ

に実施
じっし

し、 生 活 力
せいかつりょく

を高
たか

めることが必 要
ひつよう

である。 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を「義務
ぎ む

づけられない」ような工夫
くふう

（救 済
きゅうさい

組織
そしき

の設 立
せつりつ

など）を

することが重 要
じゅうよう

であり、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

のあり方
かた

については選択肢
せんたくし

を豊富
ほうふ

にすることに

力 点
りきてん

を置
お

くべきである。 

 また、特
とく

に、「問 答
もんどう

無用
むよう

の地域
ちいき

移行
いこう

」への危惧
き ぐ

を持
も

つ。「本 人
ほんにん

が施設
しせつ

を希望
きぼう

すればそ

の方 向
ほうこう

でサービス
さ ー び す

を考
かんが

える」という点
てん

。ただしその際
さい

には、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

、移行先側
いこうさきがわ

で

はない人 間
にんげん

が本 人
ほんにん

の代 弁 者
だいべんしゃ

となる必 要
ひつよう

がある。例
たと

えば、施設
しせつ

への入 所
にゅうしょ

希望
きぼう

を確 認
かくにん

する場合
ばあい

には、その施設
しせつ

とは営利
えいり

関 係
かんけい

のない 相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

が 担 当
たんとう

するなどが

必 要
ひつよう

である。一 方
いっぽう

、ご本 人
ほんにん

の意思
い し

に反
はん

する施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

は言語道断
ごんごどうだん

であり、「ご本 人
ほんにん

が本 心
ほんしん

から本 当
ほんとう

に地域
ちいき

で暮
く

らしたい」ことが確 認
かくにん

された際
さい

には、強 力
きょうりょく

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

を支援
しえん

すべきである。法定化
ほうていか

することでスピード
す ぴ ー ど

が速
はや

まると思
おも

うので法定化
ほうていか

は

必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 横浜市
よこはまし

では平 成
へいせい

4年
ねん

以降
いこう

に建 設
けんせつ

された入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

についてはすべて小 舎 制
しょうしゃせい

を導 入
どうにゅう
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し、その後
ご

の 10～13年 間
ねんかん

で行 動
こうどう

障 害
しょうがい

などの重
おも

い障 害
しょうがい

のある人
ひと

も含
ふく

め、全 員
ぜんいん

を地域
ちいき

移行
いこう

することに成 功
せいこう

している。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 先
ま

ず、「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

」の概 念
がいねん

が定
さだ

かとはいえないが、特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を

「義務
ぎ む

づけられない」ようにすることが 重 要
じゅうよう

と 考
かんが

える。つまり、福祉
ふくし

サービスの

選択肢
せんたくし

を確保
かくほ

することに力 点
りきてん

を置
お

くべきと 考
かんが

える。 

 したがって、地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

の法定化
ほうていか

する場合
ばあい

は、本 人
ほんにん

の選 択
せんたく

を基本
きほん

とするととも

に、選択肢
せんたくし

の確保
かくほ

が前 提
ぜんてい

となると 考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 段階的
だんかいてき

に（１０年
ねん

など）長期
ちょうき

の地域
ちいき

移行
いこう

計画
けいかく

を策定
さくてい

して、特定
とくてい

の生 活
せいかつ

様式
ようしき

である

集 団
しゅうだん

居 住
きょじゅう

から段階的
だんかいてき

に地域
ちいき

に移行
いこう

していく必要
ひつよう

がある。 

 障 害
しょうがい

が重
おも

い場合
ばあい

、医療的
いりょうてき

ケアがあるために、在宅
ざいたく

サービスの利用
りよう

を阻
はば

まれているケ

ースは多
おお

い。医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

での受
う

け入
い

れ態 勢
たいせい

の整備
せいび

も必要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

等
とう

の場合
ばあい

や高齢
こうれい

の身体
しんたい

障 害
しょうがい

などは生 活
せいかつ

スタイルの大
おお

きな変化
へんか

に不安
ふあん

を

感
かん

じる人
ひと

がいるため、段階的
だんかいてき

に大規模
だいきぼ

施設
しせつ

からグループホーム（ケアホーム）へ、次
つぎ

に

アパートへ等
とう

、計画的
けいかくてき

に移行
いこう

していく必要
ひつよう

がある。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 特
とく

に知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

においては、予 算 上
よさんじょう

の制 約
せいやく

などからレディ・メイド（お仕
し

着
き

せ）

の支援
しえん

やサービスの 受 給
じゅきゅう

を強
し

いられることなく、 障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

やライフスタイルに

応
おう

じてグループホームの暮
く

らしから支援付
しえんづ

き自立
じりつ

生 活
せいかつ

（サポーテッドリビング）まで

地域
ちいき

での多様
たよう

な暮
く

らし方
かた

を選 択
せんたく

可能
かのう

とされなくてはならない。 

 「地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

」とは、まずもって地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

なサービス予算
よさん

を確保
かくほ

する

公 的
こうてき

責 任
せきにん

の明文化
めいぶんか

（エンタイトルメント）であるべき。 
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【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・大 前 提
だいぜんてい

として、地域
ちいき

での 居 住
きょじゅう

形 態
けいたい

の多様性
たようせい

を保 障
ほしょう

すること。 

・グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、ケアホーム
け あ ほ ー む

以外
いがい

の 居 住
きょじゅう

支援
しえん

の 充 実
じゅうじつ

も必 要
ひつよう

。 

・地域
ちいき

移行
いこう

の推 進
すいしん

の強 化
きょうか

の点
てん

で、法定化
ほうていか

は必 要
ひつよう

だが、その場合
ばあい

、利用者
りようしゃ

の意向
いこう

にそ

って、地域
ちいき

移行
いこう

を推 進
すいしん

する、という要 件
ようけん

が必 要
ひつよう

である。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

というよりも、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

施策
しさく

の抜
ばつ

本
ぽん

的
てき

拡 充
かくじゅう

が必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 重
おも

い 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

える支援
しえん

・資源
しげん

の圧 倒 的
あっとうてき

不足
ふそく

が根 本
こんぽん

問 題
もんだい

である。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 状
げんじょう

の 入 所
にゅうしょ

・ 入 院
にゅういん

している者
もの

が何
なに

を希望
きぼう

しているのか、その希望
きぼう

が退
たい

所
しょ

・

退 院
たいいん

のときそれを拒否
きょひ

できる法 的
ほうてき

根 拠
こんきょ

があるのか。ないとすれば速
すみ

やかに地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を法 的
ほうてき

権 限
けんげん

をもって特 定
とくてい

の期間内
きかんない

に実 行
じっこう

すべきです。これらの実 行
じっこう

を

法定化
ほうていか

することに賛 成
さんせい

です。 

○理由
りゆう

 

 本 人
ほんにん

の意向
いこう

確 認
かくにん

を 行
おこな

える面 接
めんせつ

などの権 限
けんげん

について、特 定
とくてい

の相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

と特 定
とくてい

の 行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

、権利
けんり

擁護者
ようごしゃ

などに与
あた

え、意向
いこう

に沿
そ

った具体的
ぐたいてき

支援
しえん

について

行 政
ぎょうせい

とともに取
と

り組
く

むシステム
し す て む

が必 要
ひつよう

です。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 サービス
さ ー び す

の選 択 幅
せんたくはば

を増
ふ

やすこと、選 択
せんたく

しないことをもって不利益
ふりえき

や差別
さべつ

を 行
おこな

わな

いことの明文化
めいぶんか

。 
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○理由
りゆう

 

 この本旨
ほんし

は国
くに

と 障 害 者
しょうがいしゃ

の関 係
かんけい

において、本 人
ほんにん

の意思
い し

や希望
きぼう

を無視
む し

した特 定
とくてい

の

生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

の押
お

しつけを禁
きん

じたものと解
かい

すべきで、自己
じ こ

選 択
せんたく

、自己
じ こ

決 定
けってい

の 尊 重
そんちょう

と

いう意味
い み

であろう。 

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

や 入 院
にゅういん

環 境
かんきょう

が「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

の義務
ぎ む

づけ」とはならないし、その

ように 解 釈
かいしゃく

してはならない。地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

はそれこそ特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

の押
お

し

つけになる。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

で誰
だれ

とどこで生 活
せいかつ

するか、その選 択 権
せんたくけん

を含め
ふくめ

、生 活
せいかつ

する権利
けんり

を位置づけ
い ち づ け

、住む
す む

場
ば

の確保
かくほ

（ 住 宅
じゅうたく

手当
てあて

の支 給
しきゅう

・公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

）、生 活
せいかつ

できる所 得
しょとく

保 障
ほしょう

と２４時間
２４じかん

対 応
たいおう

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

などを地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

として制度化
せいどか

する。 

○理由 

 地域
ちいき

移行
いこう

が進まない
すすまない

原 因
げんいん

に社 会
しゃかい

資源
しげん

の尐なさ
すくなさ

があるが、上 記
じょうき

の地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

策
さく

に

より、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の暮らし
く ら し

が可能
かのう

になる。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 他
た

のものとの 平 等
びょうどう

や自己
じ こ

実 現
じつげん

のためには、いのちを守る
まも 

ことが 平 等
びょうどう

の基本
きほん

基盤
きばん

であり、権利
けんり

条 約
じょうやく

第 1 0 条
だい 10 じょう

には、生 命
せいめい

に対する
たい  

権利
けんり

を規定
きてい

している。重 症 児
じゅうしょうじ

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

は、この権利
けんり

を守る
まも 

ために契 約
けいやく

で選 択
せんたく

したものである。 

 入 所 中
にゅうしょちゅう

の生 活
せいかつ

支援
しえん

方 法
ほうほう

が問 題
もんだい

であるというのであれば、そのあり方
   かた

を改 善
かいぜん

すればよいのであり、 命
いのち

を守
まも

るための必須
ひっす

な選択肢
せんたくし

である施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

を全 面 的
ぜんめんてき

に

否定
ひてい

してはならないので、地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

をするとしても、施設
しせつ

は、選択肢
せんたくし

として残
のこ

すべきである。 

○理由 

 いのちを守 る
まも  

権利
けんり

は根 本 的
こんぽんてき

な権利
けんり

である。どちらが優 先
ゆうせん

するかといえばいのちを

守 る
まも  

権利
けんり

である。これが生 活
せいかつ

様 式
ようしき

という理論
りろん

で制 限
せいげん

されるとすれば、逆 差 別
ぎゃくさべつ

にな

る。選択肢
せんたくし

のない、いのちが保 障
ほしょう

されない社 会
しゃかい

であってはならない。 
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 その 入 所
にゅうしょ

がいわゆる社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

である場合
ばあい

には、その原 因
げんいん

を 慎 重
しんちょう

に精査
せいさ

し

て、速やか
すみ   

に解 決
かいけつ

を図
はか

るべく対 応
たいおう

することが必 要
ひつよう

である。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会 的
しゃかいてき

資源
しげん

の 量 質
りょうしつ

の確保
かくほ

、とくに専 門 的
せんもんてき

な人 材
じんざい

マンパワ
ま ん ぱ わ

ーの確保
かくほ

が必 要
ひつよう

であ

り、とくに児
じ

においては、教 育
きょういく

・保育
ほいく

、医 療
いりょう

、リハビリテ
り は び り て

−ション
し ょ ん

の継 続
けいぞく

・装具
そうぐ

の頻
ひん

回
かい

の更 新
こうしん

、その他
た

の精 神 的
せいしんてき

な支援
しえん

など広 範
こうはん

な内 容
ないよう

の高
たか

いものが保 障
ほしょう

されなけれ

ばならない。 

○理由
りゆう

 

 法定化
ほうていか

は限 界
げんかい

があり、給 付
きゅうふ

での 入 所
にゅうしょ

期間
きかん

別
べつ

に大
おお

きな差
さ

を設
もう

けることが対 応
たいおう

の

一
ひと

つとして 考
かんが

えられる。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

を義務
ぎ む

づけられないこと」とは、自己
じ こ

選 択
せんたく

・自己
じ こ

決 定
けってい

ができる 条 件
じょうけん

の整備
せいび

が前 提
ぜんてい

となるものである。エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を基本
きほん

としたケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

機能
きのう

等
とう

の強 化
きょうか

による自己
じ こ

選 択
せんたく

・自己
じ こ

決 定
けってい

の 尊 重
そんちょう

と、地域
ちいき

の基盤
きばん

整備
せいび

や理解
りかい

促 進
そくしん

、また、

拠 点
きょてん

機能
きのう

など地域
ちいき

で暮
く

らすための必 要
ひつよう

策
さく

と所 得
しょとく

保 障
ほしょう

が 十 分
じゅうぶん

に図
はか

られる必 要
ひつよう

が

ある。また、選 択
せんたく

にあたっては体 験
たいけん

の確保
かくほ

も不可欠
ふかけつ

である。 

 地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

については、地域
ちいき

移行
いこう

を望
のぞ

む人
ひと

を支
ささ

えるとともに、安 心
あんしん

・安 全
あんぜん

の

確保
かくほ

、危険
きけん

回避
かいひ

等
とう

のための 入 所
にゅうしょ

利用
りよう

を否定
ひてい

することにつながらない配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

であ

る。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を促 進
そくしん

していくためには、地域
ちいき

の理解
りかい

を一 層
いっそう

高
たか

めることが

必 要
ひつよう

である。また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

経 験
けいけん

の薄
うす

い 障 害 者
しょうがいしゃ

には、本 人
ほんにん

の 社 会 生
しゃかいしょう

活 力
かつりょく

を

高
たか

めていくための体 験
たいけん

サービス
さ ー び す

利用
りよう

などの支援
しえん

等
とう

が必 要
ひつよう

である。 
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【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

（施設
しせつ

や 病 院
びょういん

）を義務
ぎ む

づけられないにすれば、それに代
か

わる地域
ちいき

社 会
しゃかい

でのくらしが用意
ようい

されなければならない。そのためには 住 宅
じゅうたく

・介護
かいご

・移動
いどう

・仕事
しごと

・

所 得
しょとく

・人 間
にんげん

関 係
かんけい

など様 々
さまざま

な 条 件
じょうけん

整備
せいび

が必 要
ひつよう

となる。法制化
ほうせいか

は大
おお

いに結 構
けっこう

だが

単
たん

なる宣 言
せんげん

になってしまう法制化
ほうせいか

は意味
い み

がない。 

 

【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

が、在 宅
ざいたく

・地域
ちいき

での生 活
せいかつ

と、本 人
ほんにん

や家族
かぞく

の 状 態
じょうたい

が 著
いちじる

しく不安定
ふあんてい

になった時
とき

など切 実
せつじつ

な事 情
じじょう

がある場合
ばあい

の施設
しせつ

での生 活
せいかつ

なども選
えら

べる、

多様
たよう

な選 択
せんたく

が可能
かのう

であることが必 要
ひつよう

である。まず、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

を支
ささ

えるための

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を含
ふく

む様 々
さまざま

な、 直 接
ちょくせつ

の在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

、通 所
つうじょ

での支援
しえん

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

の 拡 充
かくじゅう

が必 要
ひつよう

であり、施設
しせつ

がそのような在 宅
ざいたく

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

機能
きのう

を発 展
はってん

できる

よう基盤
きばん

整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。一 方
いっぽう

、「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

」としての 入 所
にゅうしょ

が選択肢
せんたくし

と

して否定
ひてい

されてはならない。「地域
ちいき

移行
いこう

」は強
つよ

い 目 標
もくひょう

とされても 強 制
きょうせい

されるべきも

のではない。 強 制
きょうせい

という意味
い み

を持
も

つなら法定化
ほうていか

は避
さ

けるべきである。 

○理由
りゆう

 

 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

施設
しせつ

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

える機能
きのう

（短期
たんき

入 所
にゅうしょ

、通 所
つうじょ

、地域
ちいき

施設
しせつ

支援
しえん

など）を、長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

機能
きのう

を基盤
きばん

として、果
は

たしているが、まだ不 充 分
ふじゅうぶん

であ

り、地域
ちいき

でのネットワーク
ね っ と わ ー く

の中
なか

でそのような地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

機能
きのう

を果
は

たしていけるような

体 制
たいせい

整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

生 命
せいめい

に対
たい

する権利
けんり

（権利
けんり

条
じょう

10 条
じょう

）、健 康
けんこう

の権利
けんり

（権利
けんり

条 約
じょうやく

25 条
じょう

）を守
まも

るため

には、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

も、選択肢
せんたくし

として、セーフティーネット
せ ー ふ て ぃ ー ね っ と

の一
ひと

つとして、否定
ひてい

されるべ

きではない。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 なんらかの地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

はぜったいに必 要
ひつよう

だ。 

○理由
りゆう
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 今
いま

の法
ほう

でも地域
ちいき

移行
いこう

はうたっている。でも、じっさいにその数
かず

はあまり減
へ

っていない

し、 新
あたら

しく 病
びょう

いんや 入 所
にゅうしょ

しせつを求
もと

める「たいき者
しゃ

」も尐
すく

なくない。 条 約
じょうやく

の

なかみをほんとうに守
まも

ろうとするなら、施
し

せつや 病
びょう

いんではなく、ちいきでの暮
く

らし

をほしょうするための、ぐたいてきな支
ささ

えの方
ほう

さくを法
ほう

りつでつくったり、新
あら

たな 入
にゅう

しょはみとめないことなども法
ほう

に書
か

きこむべきかも検
けん

とうするべきである。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられない」ための方 法
ほうほう

としては、障 害 者
しょうがいしゃ

が 自
みずか

ら

の意思
い し

で選 択
せんたく

することができるよう、複 数
ふくすう

の選択肢
せんたくし

を確保
かくほ

する方 法
ほうほう

と、障 害 者
しょうがいしゃ

の

意思
い し

を 十 分
じゅうぶん

に 尊 重
そんちょう

してその意思
い し

に沿
そ

った 形
かたち

での創 設 的
そうせつてき

支援
しえん

計 画
けいかく

を立 案
りつあん

する

方 法
ほうほう

が 考
かんが

えられるが、いずれの方 法
ほうほう

についても専 門 性
せんもんせい

を持
も

った人 材
じんざい

の確保
かくほ

と

社 会
しゃかい

資源
しげん

整備
せいび

をいかに進
すす

めていくのかが課題
かだい

となる。また、地域
ちいき

移行
いこう

については、実施
じっし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

などを内 容
ないよう

とする法定化
ほうていか

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないこと」を実 質 的
じっしつてき

に確保
かくほ

するためには、

専 門 性
せんもんせい

を持
も

った人 材
じんざい

の確保
かくほ

と、社 会
しゃかい

資源
しげん

整備
せいび

に向
む

けた財 政 的
ざいせいてき

裏
うら

づけが必 要
ひつよう

とな

る。また、地域
ちいき

移行
いこう

は、段 階 的
だんかいてき

に、しかし遅滞
ちたい

なく進
すす

めることが必 要
ひつよう

であり、そのた

めにも実施
じっし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

などを内 容
ないよう

とする一 定
いってい

の法定化
ほうていか

が必 要
ひつよう

であると 考
かんが

える。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を「義務
ぎ む

づけられない」ように、特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

についてを

必 要
ひつよう

以 上
いじょう

に 評
ひょう

価
か

しない仕組
し く

みの構 築
こうちく

が 重 要
じゅうよう

である。特
とく

に住
す

まいに関
かん

しては、ど

の暮
く

らしを選
えら

んでも同
おな

じ支援
しえん

条 件
じょうけん

が 整
ととの

うように 受 給 権
じゅきゅうけん

を確 立
かくりつ

するなど必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

の漏
も

れがないようにする。併
あわ

せて権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

の支援
しえん

についても得
え

られない

場合
ばあい

は不用意
ふようい

に追
お

い出
だ

されないような仕組
し く

みを構 築
こうちく

する。 

○理由
りゆう

 

 今
いま

までは施設
しせつ

が主語
しゅご

になり地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

むととらえられる面
めん

が多
おお

かったため、本 人
ほんにん

の権利
けんり

擁護
ようご

として地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

が進
すす

むような配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

なため。 
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【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないということは、地域
ちいき

で暮
く

らしたい人
ひと

は地域
ちいき

で

最後
さいご

まで暮
く

らせるということを意味
い み

している。 

○理由
りゆう

 

 医 療
いりょう

に関
かか

わるような重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

、筋
すじ

ジストロフィー
じ す と ろ ふ ぃ ー

の末期
まっき

状 態
じょうたい

においても、

療 養 所
りょうようじょ

や 病 院
びょういん

での看護
かんご

というのは在 宅
ざいたく

でのマンツーマン
ま ん つ ー ま ん

の介 助
かいじょ

に比
くら

べて質
しつ

の

务
おと

ることは明
めい

かであり、議論
ぎろん

の余地
よ ち

をもたない。地域
ちいき

移行
いこう

はすべての 障 害 者
しょうがいしゃ

におい

て可能
かのう

である。ただしそのための地域
ちいき

医 療
いりょう

の整備
せいび

や２４ｈの完 全
かんぜん

な介 助
かいじょ

体 制
たいせい

を地域
ちいき

で 整
ととの

えておく必 要
ひつよう

がある。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

も施設
しせつ

の一 種
いっしゅ

であり、地域
ちいき

での個別
こべつ

支援
しえん

の

経 験
けいけん

のある 者
もの

にとってはグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を選択肢
せんたくし

として 選
えら

ぶ 人
ひと

はあり得
え

ない。

最 終
さいしゅう

ゴール
ご ー る

は地域
ちいき

であることを総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

では明 確
めいかく

にすべきである。施設
しせつ

やグル
ぐ る

ー

プホ
ぷ ほ

ーム
む

も選択肢
せんたくし

としてあるというような曖 昧
あいまい

な決 定
けってい

を当事者
とうじしゃ

委員
いいん

が過半数
かはんすう

を占
し

め

るこの委員会
いいんかい

で決 定
けってい

すると 将 来
しょうらい

の歴史
れきし

において禍根
かこん

を残
のこ

すことになる。施設
しせつ

からの

地域
ちいき

移行
いこう

は期間
きかん

を区切
く ぎ

って法定化
ほうていか

すべきであり、そのための予算
よさん

措置
そ ち

を講
こう

じなければな

らない。カリフォルニア
か り ふ ぉ る に あ

の地域
ちいき

移行
いこう

においては移行期
いこうき

間 中
あいだじゅう

の５年 間
ねんかん

において、施設
しせつ

と

地域
ちいき

の 両 方
りょうほう

での負担
ふたん

が起
お

こり倍 額
ばいがく

の福祉
ふくし

予算
よさん

が組
く

まれた例
れい

がある。 生
しょう

やさしいこ

とではないが地域
ちいき

移行
いこう

１０カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

をもとにこの総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

で 戦 略
せんりゃく

を決 定
けってい

す

べきである。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

の基盤整備
きばんせいび

を進め
すす 

るとともに、どこで生 活
せいかつ

するのかを自 ら
みずか 

選 択
せんたく

するための

仕組み
し く  

（支 給 決 定
しきゅうけってい

プロセス
ぷ ろ せ す

）や相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の強 化
きょうか

が不可欠
ふかけつ

である。 

 また、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

がすべて否定
ひてい

されるのではなく、小規模化
しょうきぼか

やユニット化
ゆ に っ と か

をすること

で、特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

でない方 向
ほうこう

を見出す
みいだ 

べきである。 

○理由
りゆう

 

 権利
けんり

条 約
じょうやく

の規定
きてい

の 遵 守
じゅんしゅ

は、「どこで生 活
せいかつ

するのかを自 ら
みずか 

選 択
せんたく

する」ことが担保
たんぽ

されていなければならない。 現 状
げんじょう

では地域
ちいき

の基盤整備
きばんせいび

が 脆 弱
ぜいじゃく

なことで選 択
せんたく

肢
し

が
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尐ない
すく  

、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

を 十 分
じゅうぶん

に把握
はあく

した上
うえ

でその人
ひと

にあった最 適
さいてき

な生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

を 提 供
ていきょう

する仕組み
し く  

が不
ふ

十 分
じゅうぶん

である。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 多様
たよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で安 定
あんてい

した生 活
せいかつ

をするために必 要
ひつよう

なサ
さ

－ビス
び す

・ニ
に

－ズ
ず

の

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を 行
おこな

ない、「地域
ちいき

移行
いこう

システム
し す て む

・モデル
も で る

」を作 成
さくせい

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 置
お

かれている当事者
とうじしゃ

の 状 況
じょうきょう

、 条 件
じょうけん

によって選 択
せんたく

はまちまちである。 

 個人
こじん

の選 択
せんたく

の自由
じゆう

を保 障
ほしょう

することが 重 要
じゅうよう

。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 家族
かぞく

に依拠
いきょ

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

システムが確 立
かくりつ

されていないことが、地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

まない背 景
はいけい

にある。入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から退 所
たいしょ

した人
ひと

がいても、新
あら

たな 入 所 者
にゅうしょしゃ

が生
う

まれている現 実
げんじつ

がある。また、退 所 者
たいしょしゃ

の 3分
ぷん

の１が「家庭
かてい

復帰
ふっき

」である。精 神
せいしん

病 院
びょういん

の 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

について、地方
ちほう

自治体
じちたい

はほとんど把握
はあく

していない。こうした現 実
げんじつ

がなぜ 生
しょう

じているのかを、緻密
ちみつ

に分 析
ぶんせき

し、具体的
ぐたいてき

な対 策
たいさく

を立
た

てることが 早 急
さっきゅう

に求
もと

められる。そのためには、法定化
ほうていか

も当 面
とうめん

の策
さく

の１つであるかもしれない。 

 時限法
じげんほう

でもいいので地域
ちいき

移行
いこう

を法定化
ほうていか

し、長 期 間
ちょうきかん

の 入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

の課題
かだい

を

解
かい

決
けっ

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 イタリアのバザーリア法
ほう

のように思
おも

いきった 病 棟
びょうとう

閉鎖
へいさ

などの施策
しさく

も必 要
ひつよう

かも。 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を長
なが

く強
し

いられることが 障 害
しょうがい

を生
う

む構 造
こうぞう

につながる。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 どんなに 障 害
しょうがい

が重
おも

くても、必 要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けて地域
ちいき

で当
あ

たり前
まえ

に自立
じりつ

して暮
く

らせ
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るように、資源
しげん

を整備
せいび

することが課題
かだい

。必 要
ひつよう

とされる 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

があるなら、目 的
もくてき

と

期限
きげん

を明 確
めいかく

にする。居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

のあり方
かた

が一 変
いっぺん

したら、現 行
げんこう

の施設
しせつ

からの移行
いこう

を

法定化
ほうていか

して進
すす

められることになる。これには国
くに

も自治体
じちたい

も、財 政 的
ざいせいてき

な保 障
ほしょう

を確 立
かくりつ

し

ていくことが前 提
ぜんてい

となる。 

○理由
りゆう

 

 わが国
くに

では、多
おお

くの 障 害
しょうがい

者
しゃ

が施設
しせつ

や 病 院
びょういん

での暮
く

らしを余儀
よ ぎ

なくされてきた歴史
れきし

があり、いまなおこの 重 要
じゅうよう

な課題
かだい

を残
のこ

している。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務付
ぎ む づ

けられないこととは、どこに誰
だれ

とどのように住
す

むかを

自分
じぶん

で選 択
せんたく

できるということであり、そのためには、その選 択
せんたく

を担
たん

保
ぽ

するサービスや

環 境
かんきょう

整備
せいび

が欠
か

かせない。生 活
せいかつ

様 式
ようしき

の選 択
せんたく

において差別
さべつ

が 生
しょう

じないようにするた

めに、法定化
ほうていか

は必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 生 活
せいかつ

様 式
ようしき

の選 択
せんたく

を実 質 的
じっしつてき

に確保
かくほ

するためには、 法 律
ほうりつ

による義務化
ぎ む か

も含
ふく

めた

具体的
ぐたいてき

な対 応
たいおう

が必 要
ひつよう

であるため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 生 活
せいかつ

基盤
きばん

、事 業 所
じぎょうしょ

の整備
せいび

と地域
ちいき

移行
いこう

が可能
かのう

となる支援
しえん

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

。 

○理由
りゆう

 

 資源
しげん

と選 択
せんたく

の余地
よ ち

がなければ結果
けっか

として特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

が 強 要
きょうよう

されるに等
ひと

し

い。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 社 会
しゃかい

資源
しげん

の圧 倒 的
あっとうてき

な不足
ふそく

と家族
かぞく

依存
いぞん

へ依拠
いきょ

した支援
しえん

システム
し す て む

が，長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

を

生んで
う ん で

きた． 

 地域
ちいき

移行
いこう

を法定化
ほうていか

するのではなく，立ち遅れて
た ちおく れて

いる地域
ちいき

資源
しげん

の 拡 充
かくじゅう

についての
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法定化
ほうていか

が必 要
ひつよう

．また本 人
ほんにん

の意思
い し

による 入 院
にゅういん

であっても閉鎖
へいさ

病 棟
びょうとう

への 入 院
にゅういん

する

ことには大きな
おおきな

問 題
もんだい

がある．精神科
せいしんか

病 棟
びょうとう

への医師
い し

・看護師
かんごし

の配置
はいち

基 準
きじゅん

を見直す
みなおす

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

における多様
たよう

な住まい方
す   かた

、ライフスタイル
ら い ふ す た い る

を 選 択
せんたく

、 実 現
じつげん

できる基盤
きばん

整備
せいび

を

計 画 的
けいかくてき

かつ 着 実
ちゃくじつ

に進める
すす   

ことが前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

として不可欠
ふかけつ

である。 

 なお、地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

については 現 状
げんじょう

を分 析
ぶんせき

し、ていねいな議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

である。

また、そのための制度
せいど

設 計
せっけい

をどのようにするのか等
など

についても合わせて
あ    

検 討
けんとう

すること

が大 切
たいせつ

である。 

○理由
りゆう

 

 資源
しげん

（財 源
ざいげん

を含 む
ふく  

）の確保
かくほ

なしに、実 態
じったい

を踏まえない
ふ    

地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

の方 法
ほうほう

や

具体的
ぐたいてき

な制度化
せいどか

は、新た
あらた

な 生 活
せいかつ

不安
ふあん

を生む 可能性
かのうせい

が懸念
けねん

されるため。また、

「義務づけられる
ぎ む      

」という 状 態
じょうたい

の部会
ぶかい

確 認
かくにん

が必 要
ひつよう

ではないかと 考 え る
かんが    

。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 近
きん

年
ねん

の 障
しよう

害
がい

のある人
ひと

たちが選
えら

ぶ住
す

まいは、 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

ではなく地
ち

域
いき

の中
なか

での暮
く

らしを選
せん

択
たく

する傾
けい

向
こう

が強
つよ

い。相
そう

談
だん

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

・選
せん

択
たく

できるグループホーム・ケアホ

ーム支
し

援
えん

体
たい

制
せい

・選
せん

択
たく

できる雇
こ

用
よう

を含
ふく

めた日
につ

中
ちゆう

活
かつ

動
どう

の場
ば

等
とう

の整
せい

備
び

が安
あん

心
しん

感
かん

への

引
ひ

き金
がね

になっており、さらに 充
じゆう

実
じつ

すべきである。 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

している人
ひと

たち

にも選
せん

択
たく

に向
む

けた支
し

援
えん

体
たい

制
せい

を早
さつ

急
きゆう

に用
よう

意
い

すべく、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

の法
ほう

定
てい

化
か

を国
くに

は明
めい

確
かく

に示
しめ

すべきである。 

○理
り

由
ゆう

 

 閉
と

ざされ制
せい

限
げん

された暮
く

らしは、 障
しよう

害
がい

のある無
な

しに関
かか

わらず誰
だれ

も望
のぞ

まない。過
か

去
こ

に

安
あん

心
しん

できる地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

が整
せい

備
び

されていなかった背
はい

景
けい

から、入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

・精
せい

神
しん

科
か

病
びよう

院
いん

が整
せい

備
び

されてきたことは否
ひ

定
てい

しない。しかし、今日
きよう

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

に 着
ちやく

手
しゆ

し、検
けん

証
しよう

し、安
あん

心
しん

感
かん

を高
たか

めて利
り

用
よう

者
しや

の意
い

向
こう

に応
こた

えようとする一
いつ

方
ぽう

、 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

・精
せい

神
しん

科
か

病
びよう

院
いん

等
とう

、支
し

援
えん

関
かん

係
けい

者
しや

の意
い

向
こう

に左
さ

右
ゆう

された地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

を待
ま

ってい

ては、 入
にゆう

所
しよ

・ 入
にゆう

院
いん

して過
す

ぎ去
さ

った人
じん

生
せい

を取
と

り戻
もど

せない。 
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【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 多様
たよう

な価値観
かちかん

に基
もと

づく、多様
たよう

な生 活
せいかつ

を実 現
じつげん

するための選択肢
せんたくし

としての諸サービス
し ょさー びす

の

充 実
じゅうじつ

が必須
ひっす

である。さらに相 談
そうだん

支援
しえん

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

ることとともに、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

に

関する
かんする

好 事 例
よしみじれい

の 収 集
しゅうしゅう

と解 析
かいせき

、 情 報
じょうほう

の適 切
てきせつ

な発 信
はっしん

を 行
おこな

い、利用者
りようしゃ

ならびに

家族
かぞく

に地域
ちいき

移行
いこう

の意義
い ぎ

について、理解
りかい

の促 進
そくしん

を図
はか

る 必
ひつよう

要がある。また、あわせて地域
ちいき

社 会
しゃかい

を構 成
こうせい

する人 々
ひとびと

、医 療
いりょう

、保健
ほけん

、福祉
ふくし

、 教 育
きょういく

関 係 者
かんけいしゃ

並び
ならび

に関 係
かんけい

各機関
かくきかん

の

障 害
しょうがい

理解
りかい

と地域
ちいき

移行
いこう

の意義
い ぎ

の理解
りかい

が求
もと

められる。 

 しかしながら、地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

を 考
かんが

える上
うえ

で、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の利用者
りようしゃ

に対
たい

して

一
いちりつ

律に 入 所
にゅうしょ

期限
きげん

を法定化
ほうていか

することには賛 同
さんどう

できない。 入 所 者
にゅうしょしゃ

本 人
ほんにん

や保護者
ほごしゃ

にその選 択 権
せんたくけん

を持
も

たせるべきである。 

○理由 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

解 体 論
かいたいろん

には賛 成
さんせい

できない。地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

るための社 会
しゃかい

資源
しげん

のひとつ

と位
い

置
ち

づけて、その機能
きのう

を、入 所 者
にゅうしょしゃ

も含
ふく

めた 地
ちいき

域 住
じゅうみん

民の生 活
せいかつ

のために有 効
ゆうこう

に

活 用
かつよう

するシステム
し す て む

の構 築
こうちく

を検 討
けんとう

すべきである。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

は必 要
ひつよう

 

○理由
りゆう

 

 財 源
ざいげん

確保
かくほ

のためにも、時限
じげん

立 法
りっぽう

として地域
ちいき

移行
いこう

保 障 法
ほしょうほう

が必 要
ひつよう

その前 提
ぜんてい

は隔離
かくり

収 容
しゅうよう

に対
たい

する国
くに

の謝 罪
しゃざい

である 
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論 点
ろんてん

E
いー

-1-2) 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

に 関
かん

して具体的
ぐたいてき

な期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

、プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などを定
さだ

めることは必 要
ひつよう

か？ 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 施設
しせつ

や医 療
いりょう

機関
きかん

からの地域
ちいき

移行
いこう

を促 進
そくしん

するためには、実 効 性
じっこうせい

を高
たか

める観 点
かんてん

から、

具体的
ぐたいてき

な期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

等
とう

を定
さだ

めることが必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

その際
さい

、その根 拠
こんきょ

・定義
ていぎ

を明 確
めいかく

にするとともに、自治体
じちたい

において客 観 的
きゃくかんてき

な進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

の把握
はあく

が可能
かのう

なものとなるよう十 分
じゅうぶん

な検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

。 

あわせてサービス
さ ー び す

の基盤
きばん

整備
せいび

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

を定 着
ていちゃく

させる仕組
し く

みづくりが重 要
じゅうよう

である。 

  また、利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

や地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の状 況
じょうきょう

等
とう

を総 合 的
そうごうてき

に勘 案
かんあん

して、個々
こ こ

の

利用者
りようしゃ

ごとに地域
ちいき

移行
いこう

にむけた取
と

り組
く

みを充 実
じゅうじつ

させていくことが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるためには、期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

等
とう

を設 定
せってい

するだけではなく、受
う

け入
い

れ

る地域
ちいき

の日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび

等
とう

を進
すす

めることが不可欠
ふかけつ

であるため。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

移行
いこう

事 業
じぎょう

を進める
すすめる

場合
ばあい

に期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

の 必 要 性
ひつようせい

は感じる
かんじる

が、 対 応
たいおう

に

手厚さ
てあつさ

欠き
か き

実 践
じっせん

が荒々しく
あらあらしく

なることの無い
な い

ような配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

である。 

○理由 

 退 院
たいいん

(地域
ちいき

移行
いこう

)に臆したり
おくしたり

、ためらい気分
きぶん

が強い
つよい

傾 向
けいこう

にある 人
ひと

への 対 応
たいおう

には

手厚さ
てあつさ

や配 慮
はいりょ

が極めて
きわめて

必 要
ひつよう

である。また国
くに

が、関 係 者
かんけいしゃ

だけでなく、国 民
こくみん

に対して
たいして

も

方 向 性
ほうこうせい

を示す
しめす

為
ため

にも、期限
きげん

と数値
すうち

目 標
もくひょう

は必 要
ひつよう

であろう。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 不要
ふよう

 

 移行
いこう

の数
かず

の期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

には、それを実 現
じつげん

するための保 障
ほしょう

がなければならない。

障 害 者
しょうがいしゃ

や家族
かぞく

の犠牲
ぎせい

の上
うえ

で数値
すうち

が独
ひと

り歩
ある

きしないように定
さだ

める必 要
ひつよう

があると考
かんが

え
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る。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

で大
おお

まかな期限
きげん

と数値
すうち

が定
さだ

められている。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 もちろん必 要
ひつよう

である。個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

、ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

の導 入
どうにゅう

、本 人
ほんにん

の生 活
せいかつ

スキル
す き る

の向 上
こうじょう

を図
はか

るための支援
しえん

など、一人
ひとり

ひとりについての状 態 像
じょうたいぞう

の把握
はあく

とニーズ
に ー ず

に

沿
そ

った支援
しえん

がその人
ひと

を中 心
ちゅうしん

に地域
ちいき

移行
いこう

を目 標
もくひょう

に丁 寧
ていねい

に組
く

み立
た

てられ、準 備
じゅんび

される

必 要
ひつよう

がある。 

 数値
すうち

目 標
もくひょう

やプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は必 要
ひつよう

と考
かんが

えるが、（時間的
じかんてき

）期限
きげん

については「その期限
きげん

の

目 標 値
もくひょうち

と同時
どうじ

に本 人
ほんにん

の日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

適応度
てきおうど

の綿 密
めんみつ

なアセスメント
あ せ す め ん と

および地域
ちいき

移行後
いこうご

の支援
しえん

体 制
たいせい

」を見通
みとお

す形
かたち

で、「地域
ちいき

移行
いこう

の失 敗
しっぱい

をできる限
かぎ

り回避
かいひ

する」という視点
してん

が

必 要
ひつよう

であると考
かんが

える。地域
ちいき

移行
いこう

の失 敗
しっぱい

の回避
かいひ

には、本 人
ほんにん

を訓 練
くんれん

して地域
ちいき

に送
おく

りだ

すのではなく、現 在
げんざい

持
も

っている力
ちから

で地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

るにはどれだけの支援
しえん

が必 要
ひつよう

かの

アセスメント
あ せ す め ん と

を行
おこな

い、過不足
かふそく

ない支援
しえん

をつけることが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 時間的
じかんてき

期限
きげん

の設 定
せってい

は、その期限
きげん

以 上
いじょう

の入 所
にゅうしょ

や入 院
にゅういん

による、支援
しえん

サイド側
さいどがわ

のコスト
こ す と

高
だか

につながりかねず、そのような場合
ばあい

には、地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

の条 件
じょうけん

が整
ととの

っていなくても

地域
ちいき

に送
おく

り出
だ

すような状 況
じょうきょう

が生
しょう

じかねない。そうなると、地域
ちいき

生 活
せいかつ

と入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

を

繰
く

り返
かえ

すような状 況
じょうきょう

にもなりかねず、そういった失 敗
しっぱい

体 験
たいけん

の反 復
はんぷく

は、本 人
ほんにん

の日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

適 応
てきおう

に致命的
ちめいてき

なダメージ
だ め ー じ

を与
あた

えかねない。その意味
い み

で、この点
てん

は、他
ほか

の箇所
かしょ

で述
の

べた地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

とセット
せ っ と

で検 討
けんとう

していくべき問 題
もんだい

と考
かんが

える。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 平 成
へいせい

24年度
ねんど

以降
いこう

についても、一 定
いってい

期限
きげん

を定
さだ

めて数値
すうち

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

や退 院
たいいん

促 進
そくしん

を図
はか

る必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。また、そのための条 件
じょうけん

整備
せいび

等
とう

も含
ふく

めたプ

ログラムを定
さだ

める必 要
ひつよう

があるが、期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

を定
さだ

める上
うえ

で、本 来
ほんらい

、利用者
りようしゃ

全 員
ぜんいん

に対
たい

して適 切
てきせつ

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を行
おこな

うなかで地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

の意思
い し

を確 認
かくにん

する必 要
ひつよう

があ
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ると考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 これまで国
くに

が示
しめ

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

の期限
きげん

を定
さだ

めた数値
すうち

目 標
もくひょう

は、一 定
いってい

の成果
せいか

はある

と考
かんが

える。また、一 方
いっぽう

では、国
くに

としての取組
とりく

みの姿勢
しせい

を明 確
めいかく

に示
しめ

すとともに、事
こと

業 者
ぎょうしゃ

や利用者
りようしゃ

にとっても対 応
たいおう

や方 向 性
ほうこうせい

を考
かんが

えやすいことになる。また、地方
ちほう

自治体
じちたい

の

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の実 効 性
じっこうせい

を高
たか

める効果
こうか

もあると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 必要
ひつよう

 

○理由
りゆう

 

 現状
げんじょう

で実効
じっこう

が上
あ

がっていない 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・定
さだ

めることにより、地域
ちいき

移行
いこう

が推 進
すいしん

されれば、必 要
ひつよう

である。ただし、これまでの計 画
けいかく

のように、定
さだ

めても現 実
げんじつ

が進
すす

まないことが多
おお

いので、定
さだ

める 目 標
もくひょう

に 強 制 力
きょうせいりょく

を

持
も

たせるかどうかが 重 要
じゅうよう

である。 

・強 制 的
きょうせいてき

な退
たい

所
しょ

ではなく、円 滑
えんかつ

な地域
ちいき

移行
いこう

のためには、地域
ちいき

資源
しげん

の整備
せいび

とあわせて

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 具体的
ぐたいてき

に地域
ちいき

に出す
だ す

人
ひと

の 目 標
もくひょう

を決めない
き め な い

と、施設
しせつ

や 病 院
びょういん

の 職 員
しょくいん

はなかなか

地域
ちいき

に出そう
だ そ う

としないから。 
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【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 脱施設化
だつしせつか

政 策
せいさく

を 実 現
じつげん

するためには、 諸 外 国
しょがいこく

で 政 策
せいさく

実 例
じつれい

のある 10 年
ねん

単位
たんい

の

具体的
ぐたいてき

計 画
けいかく

を作
つく

るべきです。 

 現 在
げんざい

の地域
ちいき

移行
いこう

課題
かだい

は、今
いま

までの長 年
ながねん

入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

していた人
ひと

の問 題
もんだい

です。今後
こんご

、

今
いま

までのような長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

は起
お

こらないことが、すでに諸 外 国
しょがいこく

で実 証 済
じっしょうず

み

ですので、有
ゆう

期限
きげん

の政 策
せいさく

として早 急
さっきゅう

に取
と

り組
く

むべきです。入 院
にゅういん

に関
かん

して言
い

えば、

病 床
びょうしょう

転 換
てんかん

政 策
せいさく

が具体化
ぐたいか

されるべきです。日本
にほん

の精 神
せいしん

医 療
いりょう

体 系
たいけい

は実 情
じつじょう

に合
あ

わせて

再 構 築
さいこうちく

されるべきと考
かんが

えています。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 選 択
せんたく

できるメニュ
め に ゅ

ーの 量 的
りょうてき

、質 的
しつてき

拡 充
かくじゅう

の期限
きげん

や 目 標
もくひょう

を定
さだ

めるべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の自由
じゆう

な意思
い し

を 尊 重
そんちょう

すべきであり、数値
すうち

目 標
もくひょう

や期限
きげん

の押
お

しつけは

基本法
きほんほう

に反
はん

する。特
とく

に、各 々
おのおの

の地域
ちいき

、病 院
びょういん

、施設
しせつ

、当事者
とうじしゃ

の 状 況
じょうきょう

・状 態
じょうたい

は一 律
いちりつ

ではなく、画 一 的
かくいつてき

な期限
きげん

や 目 標
もくひょう

を定
さだ

めることには無理
む り

がある（例
れい

：身 体
しんたい

疾 患
しっかん

を抱
かか

えた単 身
たんしん

・高 齢 者
こうれいしゃ

などを施設
しせつ

・ 病
びょう

院 外
いんがい

へ出
だ

すことはできない）。そのため、実 証 的
じっしょうてき

な調 査
ちょうさ

、 研 究
けんきゅう

によらない数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

は、いわゆる「７万
まん

２千 人
せんにん

問 題
もんだい

」に

みられる単
たん

なるスローガン
す ろ ー が ん

に堕
だ

してしまい、実 効 的
じっこうてき

な計 画
けいかく

の策 定
さくてい

、実 現
じつげん

に対
たい

して

は、有 効
ゆうこう

でないばかりか、阻害的
そがいてき

となりうる。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

に関して
かんして

は、具体的
ぐたいてき

な期限
きげん

、数値
すうち

目 標
もくひょう

は難しい
むずかしい

。

個別的
こべつてき

な 条 件
じょうけん

が必 要
ひつよう

になると思う
おもう

。しかし、プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は必 要
ひつよう

であるが、個別的
こべつてき

な

ものになる。個人
こじん

が地域
ちいき

での 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

になじむための個人
こじん

住 宅
じゅうたく

の 提 供
ていきょう

も必 要
ひつよう

。 

○理由 
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 地域
ちいき

移行
いこう

にあたっては、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

の実施
じっし

が必 要
ひつよう

。欧 米
おうべい

では施設
しせつ

や 病 院
びょういん

か

ら地域
ちいき

の生 活
せいかつ

に移行
いこう

する時
とき

、実 際
じっさい

の 住 宅
じゅうたく

を用意
ようい

して 日 常
にちじょう

の生 活
せいかつ

に慣れる
な れ る

場
ば

を

提 供
ていきょう

している。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 期限
きげん

を設 定
せってい

することは、施策
せさく

の進 行
しんこう

には効果
こうか

が期待
きたい

できるが、具体的
ぐたいてき

な数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

の中
なか

に、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を全 廃
ぜんぱい

するという考 え
かんがえ

であれば賛 同
さんどう

できない。 

期限
きげん

を設 け た
もう    

場合
ばあい

、これに拘 束
こうそく

された結果
けっか

、期限
きげん

がきたからといって何
なん

の保 障
ほしょう

も無く
な  

地域
ちいき

に放
ほう

り出
だ

された 入 所 者
にゅうしょしゃ

は、生 活
せいかつ

基盤
きばん

を失 い
うしない

、生 命
せいめい

が 脅
おびや

かされることになる。

安易
あんい

に期限
きげん

を設
もう

けるべきではなく、移行
いこう

ができるような 条 件
じょうけん

整備
せいび

を 順
じゅん

次
じ

に行 う
おこなう

べ

きである。 

 なお、入 所
にゅうしょ

での 療 育
りょういく

成果
せいか

により、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

となった人
ひと

については、移行
いこう

に

当たって
あ    

の 諸 条 件
しょじょうけん

を 調 整
ちょうせい

するなど、移行
いこう

支援
しえん

を 十 分
じゅうぶん

に尽くして
つく     

行
おこな

う必 要
ひつよう

があ

る。 

○理由 

 先ず
ま  

、取
と

り組
く

むべきは、現
げん

に在 宅
ざいたく

でサービスを必 要
ひつよう

とする人
ひと

が安 心
あんしん

して生 活
せいかつ

で

きる体 制
たいせい

を先 行
せんこう

確 立
かくりつ

することであり、そのサービスが受
う

けられるシステムが構 築
こうちく

さ

れれば、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

で、 療 育
りょういく

や治 療
ちりょう

の結果
けっか

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

な者
もの

は、安 心
あんしん

し

て地域
ちいき

移行
いこう

を選 択
せんたく

することになる。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

施設
しせつ

では、18歳
さい

を超
こ

えた場合
ばあい

に、いかに社 会
しゃかい

に出
だ

すかと言
い

うことで頑張
がんば

っているが、なかなか行
ゆ

き先
さき

がない。しかし、適 切
てきせつ

な場所
ばしょ

を探
さが

す努 力
どりょく

をするべきと 考
かんが

えているが、 現 状
げんじょう

では数値
すうち

目 標
もくひょう

を決
き

めるにはほど遠
とお

く、不可能
ふかのう

である。 

 個々
こ こ

に応
おう

じて 日 常
にちじょう

での 環 境
かんきょう

調 整
ちょうせい

が 重 要
じゅうよう

になり、家庭
かてい

や学 校
がっこう

への 専 門
せんもん

スタッフ
す た っ ふ

の派遣
はけん

が 重 要
じゅうよう

となり、そのための財 源
ざいげん

や人 材
じんざい

の確保
かくほ

も必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 生 活
せいかつ

のサポート
さ ぽ ー と

、日 中
にっちゅう

の過
す

ごし方
かた

、医 療
いりょう

・教 育
きょういく

・社 会
しゃかい

との連 携
れんけい

など、家庭
かてい

や
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学 校
がっこう

の理解
りかい

がなければ、小 児
しょうに

の地域
ちいき

移行
いこう

はできない。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自己
じ こ

選 択
せんたく

・自己
じ こ

決 定
けってい

の 尊 重
そんちょう

を前 提
ぜんてい

に、 終 生
しゅうせい

の安 心
あんしん

・安 全
あんぜん

の制度
せいど

設 計
せっけい

をな

すことをふまえつつ、地域
ちいき

基盤
きばん

の確保
かくほ

の期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

を立
た

て 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

に盛
も

り込
こ

むなど、地域
ちいき

の実 態
じったい

を踏
ふ

まえた 目 標
もくひょう

を立
た

ててはどうか。 

○理由
りゆう

 

 自己
じ こ

責 任
せきにん

を全
すべ

てとせず、 状 況
じょうきょう

の変化
へんか

に応
おう

じ安 心
あんしん

・安 全
あんぜん

の確保
かくほ

を優 先
ゆうせん

とした

責 任
せきにん

ある支援
しえん

が受
う

けられるようにしなければ、常
つね

に怯
おび

え不安
ふあん

を抱
かか

えたままの地域
ちいき

移行
いこう

となってしまう恐
おそ

れがある。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 具体的
ぐたいてき

な計 画
けいかく

はなければ地域
ちいき

移行
いこう

は進
すす

まない。この場合
ばあい

、地域
ちいき

で受
う

け入
い

れの具体的
ぐたいてき

計 画
けいかく

がなければ何
なに

も進
すす

まない。現 行
げんこう

の退 院
たいいん

プログラムなど出
だ

すための取
と

り組
く

みだけ

では 充 分
じゅうぶん

な成果
せいか

は挙
あ

げることできない。 

○理由
りゆう

 

 わが国
くに

のように民 間
みんかん

施設
しせつ

・ 病 院
びょういん

中 心
ちゅうしん

の場合
ばあい

、 強 力
きょうりょく

な地域
ちいき

移行
いこう

を誘 導
ゆうどう

する

計 画
けいかく

が伴
とも

なわないと、 行 政
ぎょうせい

方 針
ほうしん

を示
しめ

すだけでは何
なに

も動
うご

かない。 

 

【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 それぞれの 領 域
りょういき

においての 現 状
げんじょう

と、それぞれの地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

を 十 分
じゅうぶん

に配 慮
はいりょ

し

た 目 標
もくひょう

設 定
せってい

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

においても地域
ちいき

移行
いこう

が 目 標
もくひょう

とされるべき

であり現 実
げんじつ

にケア
け あ

ホーム
ほ ー む

への移行
いこう

などが 行
おこな

われているが，地域
ちいき

移行
いこう

は、支援
しえん

の質
しつ

と、

生 命
せいめい

への権利
けんり

、健 康
けんこう

の権利
けんり

が確保
かくほ

されたものでなければならない。全 国
ぜんこく

の 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

施設
しせつ

入 所 児 者
にゅうしょじしゃ

の う ち 3700 名
めい

以 上
いじょう

が 超 重 症
ちょうじゅうしょう

・ 準
じゅん
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超 重 症
ちょうじゅうしょう

であり、この多数
たすう

の 超 重 症
ちょうじゅうしょう

・ 準
じゅん

超 重 症
ちょうじゅうしょう

を含
ふく

む 入 所 者
にゅうしょしゃ

の

地域
ちいき

移行
いこう

は部分的
ぶぶんてき

には 追 究
ついきゅう

されるべきであるとしても無理
む り

に 行
おこな

うことは生 命
せいめい

の

危険
きけん

を 伴
ともな

う。 

 また、都市部
と し ぶ

とそうでない地域
ちいき

では支援
しえん

体 制
たいせい

が 全
まった

く異
こと

ならざるえない場合
ばあい

もあり、

どこに居
い

ても、どんな医 療
いりょう

を必 要
ひつよう

とする 障 害 者
しょうがいしゃ

であっても、安 全
あんぜん

に安 心
あんしん

して

生 活
せいかつ

できる体 制
たいせい

は地域
ちいき

ごとに異
こと

なっても良
よ

いと 考
かんが

えざるをえない。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ひつようである。 

○理由
りゆう

 

 障がい者
しょうがいしゃ

や家
か

ぞく、国 民
こくみん

にむけて、期
き

げんや目
もく

ひょう、そのためのプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

など

を約
やく

そくしないと、この問 題
もんだい

は解
かい

けつしない。スウェーデン
す う ぇ ー で ん

でも、地域
ちいき

移行
いこう

をすすめ

た際
さい

、施
し

せつをなくすための 法
のっと

りつを作
つく

ったり、その期
き

げんを具
ぐ

たい的
まと

にさだめてい

た。いまこそ、日本
にほん

でもそういう約
やく

そくをすることが求
もと

められている。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」の実 現
じつげん

は、計 画 的
けいかくてき

に、かつ遅滞
ちたい

なく 行
おこな

われる必 要
ひつよう

があ

る。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 数値
すうち

目 標
もくひょう

は必 要
ひつよう

である。しかし本 人
ほんにん

の権利
けんり

擁護
ようご

があっての地域
ちいき

移行
いこう

であることを

ないがしろにする 目 標
もくひょう

では本 末
ほんまつ

転 倒
てんとう

なため、配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

。先
ま

ずは個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

を

きちんと評 価
ひょうか

した上
うえ

で目 標 値
もくひょうち

を設 定
せってい

することが 重 要
じゅうよう

である。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

など事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

するペナルティ
ぺ な る て ぃ

については、数 値 目 標
すうちもくひょう

ではなく地域
ちいき

移行
いこう

の
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プロセス
ぷ ろ せ す

にたいして 行
おこな

われるような仕掛
し か

けを用意
ようい

しないと本 末
ほんまつ

転 倒
てんとう

になり 目 標
もくひょう

設 定
せってい

そのものが批判
ひはん

されかねない事
こと

に注 意
ちゅうい

が必 要
ひつよう

。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当 然
とうぜん

必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

１０カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

を最 初
さいしょ

の５年 間
ねんかん

で地域
ちいき

移行
いこう

のための地域
ちいき

サービス
さ ー び す

の整備
せいび

、

人 材
じんざい

の養 成
ようせい

、地域
ちいき

での医療付
いりょうづ

きショートステイ
し ょ ー と す て い

や訪問医
ほうもんい

、相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

、当事者
とうじしゃ

支援
しえん

組織
そしき

の育 成
いくせい

、権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

の設 立
せつりつ

、 行 政
ぎょうせい

のサービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

システム
し す て む

の改 善
かいぜん

、

財 政 的
ざいせいてき

な裏付
うらづ

けを 行
おこな

う。詳
くわ

しくは第
だい

５回
かい

部会
ぶかい

参 考
さんこう

資 料
しりょう

１１見
み

て 頂
いただ

きたい。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を希望
きぼう

する 入 所
にゅうしょ

者
しゃ

が地域
ちいき

移行
いこう

していくことは望ま
のぞ 

しい。一 方
いっぽう

で、新
あら

た

な 入 所
にゅうしょ

者
しゃ

がいる 現 状
げんじょう

があることから、まずはこの 現 状
げんじょう

を分 析
ぶんせき

して効果
こうか

的
てき

な

施策
しさく

を検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。仮に
かり 

地域
ちいき

移行
いこう

を法
ほう

定化
ていか

しプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

化する場合
ばあい

には、

上 記
じょうき

の 検 証
けんしょう

・分 析
ぶんせき

を行 っ た
おこな   

上
うえ

で、今後
こんご

の 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

のあり方
  かた

や地域
ちいき

での暮らし
く   

の

ビジョン
び じ ょ ん

を見据えた
み す   

体 制
たいせい

作り
づく 

の検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と 考
かんが

える。 

 また、医 療
いりょう

的
てき

ケアの必 要
ひつよう

な人
ひと

や強度行 動
こうどう

障 害
しょうがい

のある人
ひと

、障 害
しょうがい

者
しゃ

が重い
お も

人
ひと

た

ちの地域
ちいき

生 活
せいかつ

におけるサービス
さ ー び す

基盤
きばん

や支援
しえん

体 制
たいせい

などの裏づけ
うら  

がないままでの期限
きげん

や

数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

は混 乱
こんらん

を招く
まね 

。拙 速
せっそく

に期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

を定める
さだ  

ことは適 切
てきせつ

で

ないと 考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 現 状
げんじょう

では施設
しせつ

しかサービス
さ ー び す

を求め
もと 

られないことから、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

待機
たいき

者
しゃ

となってい

る人
ひと

も相 当 数
そうとうすう

いると思われ
おも  

る。これらの人
ひと

たちがグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

等
とう

の他
た

のサービス
さ ー び す

が利用
りよう

できれば必 ず
かなら 

しも 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

でなければならないとは限らない
か ぎ   

。また、

地域
ちいき

移行
いこう

が進め
すす 

ば空いた居室に真に 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

たちの入居が可能
かのう

とな

る。 
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【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

が必 要
ひつよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

がいる現 実
げんじつ

を踏
ふ

まえた論議
ろんぎ

が必 要
ひつよう

である。( 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を 早 急
そうきゅう

に実施
じっし

すべき)。重 度
じゅうど

のろう 重 複
ちょうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

、同
おな

じ

コミュニケ
こ み ゅ に け

－ション
し ょ ん

手 段
しゅだん

を持
も

つ 集 団
しゅうだん

が確保
かくほ

されなくてはならない。 

 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

める上
うえ

で、ろう 重 複
ちょうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

が安 心
あんしん

して利用
りよう

できるケアホ
け あ ほ

－ム
む

、

通 所
つうしょ

施設
しせつ

がなければ孤立
こりつ

し、ろう 集 団
しゅうだん

の 中
ちゅう

での 成 長
せいちょう

の機会
きかい

を奪
うば

ってしまうこと

になる。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

によっては必 要
ひつよう

である。 

 長 期
ちょうき

にわたって 収 容
しゅうよう

されかねない精 神
せいしん

疾 患
しっかん

等
とう

では必 要
ひつよう

と 考
かんが

えるが、 難 病
なんびょう

では在 宅
ざいたく

療 養
りょうよう

の体 制
たいせい

が 整
ととの

うまでの 入 院
にゅういん

延 長
えんちょう

も必 要
ひつよう

な場合
ばあい

がある。 

○理由
りゆう

 

 疾 患
しっかん

ごとに異
こと

なる。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

が制 定
せいてい

された時
とき

、設 定
せってい

された数値
すうち

目 標
もくひょう

がどれだけ達 成
たっせい

さ

れたかを 考
かんが

えると、こうした数値
すうち

を定
さだ

めることにどれだけの意味
い み

があるのか、虚
むな

しさ

を拭
ぬぐ

いきれない。数値
すうち

目 標
もくひょう

設 定
せってい

も必 要
ひつよう

ではあるが、それをいかに実 現
じつげん

していくか

の確 実
かくじつ

な方 策
ほうさく

を立
た

て、その実 現
じつげん

をチェックしていくシステムを構 築
こうちく

することが

必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 自立
じりつ

支援
しえん

法 制
ほうせい

定時
ていじ

の数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

とその後
ご

の現 実
げんじつ

には、失 望 感
しつぼうかん

を感
かん

じるだ

けである。こうした非現実的
ひげんじつてき

ではない数値
すうち

の設 定
せってい

と、ぜひ、それを具体化
ぐたいか

するための

方 策
ほうさく

を併
あわ

せて検 討
けんとう

すべきである。 

 数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

は資源
しげん

整備
せいび

等
とう

のマクロの政 策
せいさく

には有 効
ゆうこう

かもしれないが、個別
こべつ

の

事例
じれい

の支援
しえん

には、数値
すうち

ではなく顔
かお

とその人
ひと

の人 生
じんせい

が 伴
ともな

う個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

が必須
ひっす

であり、
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実 態
じったい

調 査
ちょうさ

の方
かた

が有 効
ゆうこう

。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まずは住
す

むところ 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 前 述
ぜんじゅつ

のように、はっきりとプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を進
すす

めて行
い

かないと、たとえ法定化
ほうていか

しても

地域
ちいき

移行
いこう

は進
すす

むべくもないと 考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 これまでの試行
しこう

錯誤
さくご

が、そのことを示唆
し さ

している。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 これまでも 重 点
じゅうてん

施策
しさく

実施
じっし

5 か年
ねん

計 画
けいかく

などで数値
すうち

目 標
もくひょう

等
とう

が定
さだ

められてきたとこ

ろだが、進 展
しんてん

しておらず、さらに具体的
ぐたいてき

な 目 標
もくひょう

が求
もと

められるため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 実 現
じつげん

するか否
いな

かの 検 証
けんしょう

や実 現
じつげん

しなかった場合
ばあい

のペナルティその他
た

のアフターケ

アがなければ現実化
げんじつか

しない。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 人 間
にんげん

中 心
ちゅうしん

に進める
すすめる

のが 原 則
げんそく

である．数値
すうち

目 標
もくひょう

とするのは 精 神
せいしん

病 床
びょうしょう

の
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削 減 数
さくげんすう

であろう．削 減
さくげん

に合わせて
あ わ せ て

地域
ちいき

資源
しげん

の 拡 充
かくじゅう

の期限
きげん

と数値
すうち

目 標
もくひょう

を定める
さだめる

必 要
ひつよう

がある． 

 入 院 中
にゅういんちゅう

の人
ひと

の退 院
たいいん

に向けた
む け た

支援
しえん

は丁 寧
ていねい

にその人
ひと

のペース
ぺ ー す

で進める
すすめる

べきである． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 具体的
ぐたいてき

なプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

については開 発
かいはつ

され日々
ひ び

の実 践
じっせん

を踏まえ
ふ   

改 善
かいぜん

されるべきと

考 え る
かんが    

が、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に対して
たい   

期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

を定 め る
さだ    

ことについては、E-1-1

にて述べた
の   

とおり、慎 重
しんちょう

な議論
ぎろん

を経て
へ  

対 応
たいおう

を図 る
はか  

べきである。ただし、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できる基盤
きばん

整備
せいび

に 係 る
かか  

数値
すうち

目 標
もくひょう

や整備
せいび

期限
きげん

を設 け る
もう    

ことについては 推 進
すいしん

する

必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 本 人
ほんにん

の希望
きぼう

がまず重 視
じゅうし

されるべきである。 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の個別性
こべつせい

や 環 境
かんきょう

を

十 分
じゅうぶん

に配 慮
はいりょ

した対 応
たいおう

がなされるようにすることが 重 要
じゅうよう

である。そして、本 人
ほんにん

の

希望
きぼう

に応 え る
こた    

地域
ちいき

移行
いこう

を更 に
さら  

進める
すす   

ことは必 要
ひつよう

であり、着 実
ちゃくじつ

な地域
ちいき

の基盤
きばん

整備
せいび

が

求 め ら れ る
もと        

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 標
ひよう

準
じゆん

的
てき

な期
き

限
げん

・目
もく

標
ひよう

を設
せつ

定
てい

することは必
ひつ

要
よう

である。ただし、一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

の生
い

き方
かた

に添
そ

った支
し

援
えん

を 行
おこな

うわけであるから、 尺
しやく

定
じよう

規
ぎ

に期
き

限
げん

・目
もく

標
ひよう

により制
せい

限
げん

さ

れてはならない。どれだけ個
こ

別
べつ

のケアマネジメントに裏
うら

打
う

ちされたニーズを特
とく

定
てい

し、体
たい

験
けん

し、判
はん

断
だん

し、挑
ちよう

戦
せん

し、再
ふたた

びリベンジ可
か

能
のう

な支
し

援
えん

体
たい

制
せい

とすべきである。精
せい

神
しん

障
しよう

害
がい

者
しや

退
たい

院
いん

支
し

援
えん

を担
にな

う地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

支
し

援
えん

コーディネーターを知
ち

的
てき

、身
しん

障
しよう

にも拡
かく

大
だい

し配
はい

置
ち

すべきである。 

○理
り

由
ゆう

 

 漠
ばく

然
ぜん

としていては支
し

援
えん

になり得
え

ないし支
し

援
えん

とはいえない。目
もく

標
ひよう

があり、そのため

に努
ど

力
りよく

し、環
かん

境
きよう

を 整
ととの

え、実
じつ

際
さい

の暮
く

らしを 行
おこな

い、暮
く

らしてみて分
わ

かる課
か

題
だい

を明
めい

確
かく

にし、 調
ちよう

整
せい

・ 評
ひよう

価
か

・検
けん

証
しよう

し、折
お

り合
あ

っていく過
か

程
てい

が 重
じゆう

要
よう

である。 
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【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

に関して
かんして

、具体的
ぐたいてき

な期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

、プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などを定
さだ

め

ることが必 要
ひつよう

と思われる
おもわれる

。 

○理由 

 病 院
びょういん

は、医 療
いりょう

行為
こうい

の必 要 性
ひつようせい

がなくなれば退 院
たいいん

をすべきである機関
きかん

である。また、

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

については、解 体 論
かいたいろん

をとなえる前
まえ

に、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送る
おくる

ための社 会
しゃかい

資源
しげん

の

ひとつと位置づけて
い ち づ け て

、その機能
きのう

を、入 所 者
にゅうしょしゃ

も含
ふく

めた 地
ちいき

域 住
じゅうみん

民の生 活
せいかつ

のために

有 効
ゆうこう

に活 用
かつよう

するシステム
し す て む

の構 築
こうちく

を検 討
けんとう

すべきである。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である 

○理由
りゆう

 

 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

について数値
すうち

目 標
もくひょう

はあったが、それを支
ささ

えるプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

具体的
ぐたいてき

地域
ちいき

支援
しえん

体 制
たいせい

がなかったため、地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

んでいない。予算
よさん

を 十 分
じゅうぶん

獲 得
かくとく

するため

法 律
ほうりつ

が必 要
ひつよう
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論 点
ろんてん

E
いー

-1-3) 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるために、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などをどの

ように整備
せいび

・展 開
てんかい

していくべきか？ 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ピアカウンセラ
ぴ あ か う ん せ ら

ー、ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た

養 成
ようせい

講座
こうざ

の開 設
かいせつ

、初 級
しょきゅう

から上 級
じょうきゅう

へのコース
こ ー す

設 定
せってい

、ピアサポータ
ぴ あ さ ぽ ー た

ーの実 習 先
じっしゅうさき

確保
かくほ

などを、全 国 的
ぜんこくてき

に実施
じっし

すること。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 入 院 中
にゅういんちゅう

の 方
ほう

を 訪 問
ほうもん

するピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

など、地域
ちいき

移行
いこう

をはかるための

ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

、 自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を 自治体
じちたい

の 必須
ひっす

メニュー化
め に ゅ ー か

と す る 。 ま た

ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

養 成
ようせい

研 修
けんしゅう

をも含めた
ふくめた

予算
よさん

立て
だ て

を進める
すすめる

。さらに GH/CH の一 室
いっしつ

を自立
じりつ

生 活
せいかつ

体 験
たいけん

やショートステイ用
し ょ ー と す て い よ う

に確保
かくほ

していく。年 間
ねんかん

の家賃
やちん

補助
ほじょ

などを実施
じっし

するなど、

退 院
たいいん

準 備 室
じゅんびしつ

や体 験
たいけん

ハウス
は う す

としての運 用
うんよう

をはかる。 

○理由 

 ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

による 病 院
びょういん

へのアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

(院 内
いんない

訪 問
ほうもん

や 病 院
びょういん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

参加
さんか

)

を通じて
つうじて

、退 院
たいいん

へのためらいを克 服
こくふく

し、退 院
たいいん

準 備
じゅんび

に進む
すすむ

事例
じれい

が多く
おおく

なってきている。

また体 験 的
たいけんてき

な 宿 泊
しゅくはく

を通じて
つうじて

アセスメント
あ せ す め ん と

とともに、ご自身
ごじしん

の自信
じしん

と退院後
たいいんご

の具体的
ぐたいてき

なイメージ
い め ー じ

をつくることは、地域
ちいき

移行
いこう

を進める
すすめる

上
うえ

で肝 要
かんよう

である。東 京 都
とうきょうと

が実施
じっし

してい

る地域
ちいき

移行
いこう

に関 連
かんれん

させた「GH活 用 型
かつようがた

ショートステイ
し ょ ー と す て い

事 業
じぎょう

」は学ぶ
まなぶ

ところが大きい
おおきい

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ピアサポートは重 要
じゅうよう

と考
かんが

えるので整備
せいび

、展 開
てんかい

していくべきである。 

 また、自立
じりつ

体 験
たいけん

も重 要
じゅうよう

な社 会
しゃかい

参加
さんか

へのステップである。ピアサポートは単
たん

なる

体 験 話
たいけんばなし

をするだけでは不 十 分
ふじゅうぶん

。それなりの継 続 的
けいぞくてき

な研 修
けんしゅう

制度
せいど

を整備
せいび

し、認 定
にんてい

制度
せいど

とし職 業
しょくぎょう

と位置付
い ち づ

けることも重 要
じゅうよう

とも考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 経 験
けいけん

豊富
ほうふ

なピアサポートや自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラムは地域
ちいき

移行
いこう

を進 展
しんてん

させる。行 政
ぎょうせい

が
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委託
いたく

している相 談 員
そうだんいん

制度
せいど

構 築
こうちく

が必 要
ひつよう

。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 グル
ぐ る

ープホ
ぷ ほ

ーム
む

や一人暮
ひとりぐ

らしを実 現
じつげん

した本 人
ほんにん

からの体 験 談
たいけんだん

を聞
き

く機会
きかい

や子
こ

離
ばな

れを

果
は

たした家族
かぞく

の体 験 談
たいけんだん

を聞
き

くなどもピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

として有 効
ゆうこう

である。住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

の中
なか

で小
ちい

さな家
いえ

を単位
たんい

にして自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を準 備
じゅんび

する必 要
ひつよう

がある。 

ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

、自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の両 方
りょうほう

ともが、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

には重 要
じゅうよう

な

役 割
やくわり

があると考
かんが

える。ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

については、既
すで

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

を果
は

たしている方
かた

か

ら、現 在
げんざい

準 備 中
じゅんびちゅう

の方
かた

への当事者
とうじしゃ

視点
してん

からのアドバイス
あ ど ば い す

の機会
きかい

として重 要
じゅうよう

であるし、

また知的
ちてき

障 害
しょうがい

や精 神
せいしん

障 害
しょうがい

、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

を抱
かか

える人
ひと

においても、その重 要 性
じゅうようせい

は変
か

わ

らない。ただし場合
ばあい

によっては、援助付
えんじょづ

きピアサポートプログラム
ぴ あ さ ぽ ー と ぷ ろ ぐ ら む

のような「通
つう

訳 者
やくしゃ

を

介
かい

在
ざい

したピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

」を検 討
けんとう

する必 要 性
ひつようせい

もあると考
かんが

える。自立
じりつ

支援
しえん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

に

ついては、実 際
じっさい

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

にできる限
かぎ

り近
ちか

い環 境
かんきょう

でのプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

実施
じっし

が必 要
ひつよう

であ

る。 

○理由
りゆう

 

 自分
じぶん

と同
おな

じ障 害
しょうがい

がある人
ひと

の体 験 談
たいけんだん

は、自分
じぶん

のこととしてイメージ
い め ー じ

しやすい。また、

具体的
ぐたいてき

な困 難
こんなん

やそれを回避
かいひ

する工夫
くふう

など示唆
し さ

に富
と

んでいることが多
おお

い。移行後
いこうご

の生 活
せいかつ

をイメージ
い め ー じ

できないと移行
いこう

への意欲
いよく

もわかないと思
おも

われる。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

（障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

）を利用
りよう

する知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとっては、グル

ープホーム等
とう

での暮
く

らしの情 報
じょうほう

やその体 験
たいけん

が必 要
ひつよう

であるとともに、その家族
かぞく

への

同 様
どうよう

の対 応
たいおう

も求
もと

められると考
かんが

える。そのためには、その事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の理解
りかい

と協 力
きょうりょく

のも

と、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

と体 験
たいけん

の機会
きかい

を設
もう

けていくプログラムが必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

のためのピアサポートとピアからの情 報
じょうほう

提 供
ていきょう
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・24時間
じかん

ヘルパーを使
つか

ってアパートで１人暮
く

らしする障 害 者
しょうがいしゃ

や、ケアホーム等
とう

で暮
く

ら

す障 害 者
しょうがいしゃ

を、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に派遣
はけん

して 自
みずか

らの経 験
けいけん

を話
はな

してもらうなどの機会
きかい

を

定期的
ていきてき

に設
もう

けるなどの事業
じぎょう

を全国的
ぜんこくてき

に実施
じっし

。施設
しせつ

に義務付
ぎ む づ

け。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

の障 害 者
しょうがいしゃ

と地域
ちいき

の障 害 者
しょうがいしゃ

が定期的
ていきてき

な情 報
じょうほう

交換
こうかん

ができることが地域
ちいき

移行
いこう

につな

がる。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・施設
しせつ

の中
なか

だけでなく、より地域
ちいき

生 活
せいかつ

に近
ちか

い、体 験 型
たいけんがた

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、ケアホーム
け あ ほ ー む

、

居 住
きょじゅう

支援
しえん

といった制度
せいど

の中
なか

で、実施
じっし

していくことが必 要
ひつよう

である。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

は必 要
ひつよう

です。地域
ちいき

移行
いこう

のための自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は、地域
ちいき

の中
なか

にの

み必 要
ひつよう

で 住 居
じゅうきょ

体 験
たいけん

のシステム
し す て む

があって、具体的
ぐたいてき

地域
ちいき

生 活
せいかつ

体 験
たいけん

を 行
おこな

うプロセス
ぷ ろ せ す

で個別
こべつ

実 情
じつじょう

に合
あ

わせた支援
しえん

が必 要
ひつよう

です。 

○理由
りゆう

 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の退 院
たいいん

支援
しえん

を長
なが

くやってきた 私
わたし

たちの経 験
けいけん

からすると、 病 院
びょういん

の中
なか

で 行
おこな

われる自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は有 効
ゆうこう

ではありません。むしろ現 実
げんじつ

具体的
ぐたいてき

生 活
せいかつ

場面
ばめん

において生 活
せいかつ

支援
しえん

サービス
さ ー び す

と訪 問
ほうもん

看護
かんご

、訪 問
ほうもん

診 療
しんりょう

などとの連 携
れんけい

支援
しえん

が

あれば、生 活
せいかつ

技 術
ぎじゅつ

によりますが、衣 食 住
いしょくじゅう

の 提 供
ていきょう

支援
しえん

などがあり、一人
ひとり

部屋
へ や

で睡 眠
すいみん

がとれるなどの生 活
せいかつ

実 体 験
じったいけん

支援
しえん

を 行
おこな

うことで地域
ちいき

生 活
せいかつ

は可能
かのう

になります。その

場合
ばあい

、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

は施設
しせつ

からの 外 出
がいしゅつ

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の具体的
ぐたいてき

準 備
じゅんび

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

とな

った後
あと

の、孤立感
こりつかん

・孤独感
こどくかん

からの開 放
かいほう

や、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の仕方
しかた

や交
こう

通
つう

機関
きかん

、銀 行
ぎんこう

など

の利用等々
りようとうとう

についての支援
しえん

において、安 心
あんしん

継 続
けいぞく

の生 活
せいかつ

支援
しえん

にとって、きわめて有 効
ゆうこう

です。ただし、研 修
けんしゅう

などが 重 要
じゅうよう

と 考
かんが

えていますし、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

との連 携
れんけい

は欠
か

かせないと 考
かんが

えています。 
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【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

を実 現
じつげん

するためには、当事者
とうじしゃ

に対する
たいする

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の取り組み
と り く み

が必 要
ひつよう

で、そのためにピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

、自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は有 益
ゆうえき

であり、財 源
ざいげん

の

保 障
ほしょう

がされて整備
せいび

されるべきである。 

○理由 

 ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

はほとんどがボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

により、運 営
うんえい

されている。有 益
ゆうえき

なものであ

ることから、財 源
ざいげん

の保 障
ほしょう

がされるべきである。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 全 国
ぜんこく

の幾 つ
いく  

かの施設
しせつ

を指定
してい

し、地域
ちいき

移行
いこう

が可能
かのう

な人
ひと

に対して
たい   

は、一 定
いってい

の財 政
ざいせい

支援
しえん

を行って
おこな  

モデル的
てき

に試行
しこう

実施
じっし

し、結果
けっか

を 検 証
けんしょう

して、支援
しえん

体 制
たいせい

や移行
いこう

プログラムを

確 立
かくりつ

する。 

○理由 

 地域
ちいき

移行
いこう

は、言葉
ことば

でいうことは容易い
た や す

が、現 実
げんじつ

に実施
じっし

するには困 難
こんなん

があると思
おも

われ

る。しかし、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

が可能
かのう

な人
ひと

であるならば、地域
ちいき

移行
いこう

を 積 極 的
せっきょくてき

に支援
しえん

し、

本 人
ほんにん

の自律的
じりつてき

生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

を目指
め ざ

すべきである。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 極
きわ

めて 重 要
じゅうよう

であり、効果的
こうかてき

であると思
おも

われるので、委託
いたく

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

へ

の配置
はいち

や機能
きのう

メニュー化
め に ゅ ー か

の検 討
けんとう

を 行
おこな

い、制度
せいど

のなかに位置
い ち

づけるべきである。 

○理由
りゆう

 

 ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

は 障 害
しょうがい

の受 容
じゅよう

において大
おお

きな効果
こうか

がある。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 施
し

設
せつ

・ 病 院 側
びょういんがわ

の展 開
てんかい

と相 談
そうだん

支援
しえん

、地域
ちいき

支援
しえん

資源
しげん

が、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

に連 動
れんどう

して

展 開
てんかい

していくこと仕組み
し く

が必 要
ひつよう

。 
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○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

のベッド
べ っ ど

の 上
うえ

の 人
ひと

も 一 緒
いっしょ

に立ち上がって
た   あ

いこうとすることが大切
たいせつ

だと

思います
おも

。  

一人
ひとり

ひとりが自分
じぶん

の人 生
じんせい

の 物 語
ものがたり

を生きていくことを支援
しえん

することを共
とも

に連 携
れんけい

して

すすめていく。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 論 点
ろんてん

D-6-2)でのべた「地域
ちいき

障 害 者
しょうがいしゃ

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

じぎょう」のなかで、

ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

なども、その地
ち

いきにくらす障がい者
しょうがいしゃ

が 中 心
ちゅうしん

と

なって 行
おこな

われるべきだ。 

○理由
りゆう

 

 施
し

せつや 病
びょう

いんで長
なが

くくらすうちに、地
ち

いきでの生 活
せいかつ

をあきらめた人
ひと

がたくさん

いる。そういう人
ひと

たちには、地域
ちいき

でくらすなかまによるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

が、大
おお

きな効
こう

かが

ある。また、じっさいに体
たい

けんする場
ば

をていきょうするのも、たいせつだ。そういう場
ば

は、

障がい者
しょうがいしゃ

が主
しゅ

たい的
てき

にうんえいすることで、地域
ちいき

移行
いこう

のおおきな推
すい

しんの役
やく

わりにも

なる。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

の一
いち

内 容
ないよう

として展 開
てんかい

していくべきである。 

○理由
りゆう

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が 自
みずか

らが必 要
ひつよう

とする支援
しえん

を把握
はあく

するための最 初
さいしょ

の入
い

り口
ぐち

としての役 割
やくわり

を果
は

たすものであり、このような性 質
せいしつ

を持
も

つ相 談
そうだん

支援
しえん

と結
むす

びつけて

ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などを実施
じっし

することが、 最
もっと

も効 率 的
こうりつてき

であると

考
かんが

えられるからである。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 昼 夜
ちゅうや

分離
ぶんり

と日割
ひ わ

りの仕組
し く

みを活 用
かつよう

して、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

に沿
そ

って実施
じっし

する。この際
さい
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自立
じりつ

訓 練
くんれん

で用意
ようい

された 報 酬
ほうしゅう

の上乗
うわの

せと、期限
きげん

の設 定
せってい

を用意
ようい

し、成 功
せいこう

した場合
ばあい

には

報 酬
ほうしゅう

が得
え

られるような仕掛
し か

けを用意
ようい

する。 

○理由
りゆう

 

 自立
じりつ

訓 練
くんれん

を 行
おこな

う事 業 所
じぎょうしょ

の動機
どうき

と実 際
じっさい

の動
うご

きが重
かさ

なった仕組
し く

みになっていない

ため、訓 練
くんれん

を成 功
せいこう

させるほど 報 酬
ほうしゅう

はしぼんで事 業 所
じぎょうしょ

の展 望
てんぼう

が今
いま

の仕組
し く

みでは見
み

えにくくなる。そため訓 練
くんれん

事 業
じぎょう

については、一人
ひとり

からの実施
じっし

が可能
かのう

にし、成果
せいか

をもた

らすことに 報 酬
ほうしゅう

を位置
い ち

づけ事 業 所
じぎょうしょ

が 積 極 的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

みやすい 環 境
かんきょう

設 定
せってい

が

必 要
ひつよう

である。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

が運 営
うんえい

委員
いいん

の５１％を占
し

め、 代 表
だいひょう

・事務
じ む

局 長
きょくちょう

が 障 害 者
しょうがいしゃ

である、

当事者
とうじしゃ

に よ る 自 立 支 援 組織
そしき

に 委託
いたく

し て ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

や 自立
じりつ

生 活
せいかつ

体 験
たいけん

プログラムリーダー
ぷ ろ ぐ ら む り ー だ ー

の養 成
ようせい

を全 国
ぜんこく

でブロック
ぶ ろ っ く

ごとの 研 修 会
けんしゅうかい

を 行
おこな

い養 成
ようせい

していく。 

 ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

生 活
せいかつ

プログラムリーダ
ぷ ろ ぐ ら む り ー だ

は国家
こっか

資格
しかく

としない。品 質
ひんしつ

管理
かんり

について

は市 場
しじょう

原理
げんり

に任
まか

せる。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 既
すで

に制度化
せいどか

されているグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の体 験
たいけん

利用
りよう

の更
さら

なる 拡 充
かくじゅう

など、自立
じりつ

体 験
たいけん

の場
ば

の整備
せいび

は 重 要
じゅうよう

と 考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 知
ち

的
てき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

の場合
ばあい

、本 人
ほんにん

が様 々
さまざま

な暮らし
く   

の場
ば

を体 験
たいけん

する機会
きかい

を持つ
も つ

こと

は、生 活
せいかつ

実 感
じっかん

を積む
つ  

ためにも 重 要
じゅうよう

となる。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ろう 重 複
ちょうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

および安 定
あんてい

した豊
ゆた

かな地域
ちいき

生 活
せいかつ

を 営
いとな

むうえで、

必 要
ひつよう

なサ
さ

－ビ
び

ス
す

の在
あ

り方
かた

について検 討
けんとう

し、「地域
ちいき

移行
いこう

モデル
も で る

」の作 成
さくせい

をおこなう。 
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【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

によるカウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

やプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を 充 実
じゅうじつ

させ、自治体
じちたい

も 紹
たすく

介
かい

する

などで、連 携
れんけい

すればいい。 

○理由
りゆう

 

 当事者
とうじしゃ

のニーズ
に ー ず

は当事者
とうじしゃ

にしかわからないものであるから。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

の成果
せいか

をあげている地域
ちいき

では、その支援
しえん

の過
か

程
ほど

にピアが関
かか

わり、成果
せいか

につな

がっている 所
ところ

も多
おお

い。地域
ちいき

移行
いこう

の意味
い み

、モチベーションを高
たか

めるためにピアが果
は

たす

役 割
やくわり

は大
おお

きい。こうしたピアの活 動
かつどう

を効 率 的
こうりつてき

に 行
おこな

うためにも、自立
じりつ

体 験
たいけん

プログ

ラムの作 成
さくせい

、その実施
じっし

は大
おお

きな意味
い み

がある。先 進 例
せんしんれい

などを参 考
さんこう

にしつつ、地域
ちいき

特 性
とくせい

に応
おう

じたシステムの構 築
こうちく

が求
もと

められる。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

の伝 統
でんとう

・文化
ぶんか

の違
ちが

い、マンパワーの違
ちが

いは当 然
とうぜん

あるので 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ピアサポート（本 人
ほんにん

、家族
かぞく

の）が 重 要
じゅうよう

だということを本 人
ほんにん

、家族
かぞく

、関 係 者
かんけいしゃ

が認 識
にんしき

を持
も

つことが先 決
せんけつ

だと感
かん

じている 

○理由
りゆう

 

 医 療
いりょう

や福祉
ふくし

や 行 政
ぎょうせい

が上 記
じょうき

のことを認 識
にんしき

すればいいと思
おも

うことが多々
た た

ある 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

、 入 所
にゅうしょ

している施設
しせつ

に一 定
いってい

期間
きかん

在 籍
ざいせき

しながら、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を利用
りよう

できるようにしていくことは、地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

める上
うえ

で効果的
こうかてき

である。

その体 験
たいけん

の上
うえ

に医 療
いりょう

や人 的
じんてき

配置
はいち

も含
ふく

めて地域
ちいき

での 環 境
かんきょう

の整備
せいび

、展 開
てんかい

を図
はか

ってい

くこと。 
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○理由
りゆう

 

 これまでの実 践
じっせん

からも、明
あき

らかなところである。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ピアサポートについてよくわからないが、財政
ざいせい

支援
しえん

を行い
おこな

ながら、障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や

ピアサポーターの自主性
じしゅせい

、独立性
どくりつせい

を保障
ほしょう

することが重要
じゅうよう

ではないか。 

 自立
じりつ

体験
たいけん

プログラムは制度
せいど

化
か

に馴染
な じ

むと思
おも

う。 

○理由
りゆう

 

 同じ
おな

障害
しょうがい

を持つ
も

仲間
なかま

のリーダーによる精神的
せいしんてき

励まし
はげ

ということで、当事者
とうじしゃ

は

勇気付
ゆうきづ

けられ、自立
じりつ

生活
せいかつ

実現
じつげん

のためそれ自体
じたい

は推進
すいしん

されていい。 

 ただ、それは 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

の自主性
じしゅせい

・独 立 性
どくりつせい

の中
なか

で行なわれ
おこ

きたことにも真 髄
しんずい

が

あるような気
き

もしている。 

 制度
せいど

化
か

により何
なに

かが失われない
うしな

のかなあという印象
いんしょう

もあります。 

 ただ、門屋
かどや

委員
いいん

の第５回
だい５かい

意見
いけん

では、米 国
べいこく

では、 州
しゅう

ごとに資格
しかく

が作られ
つく

、 職 業
しょくぎょう

と

して成 立
せいりつ

し、マンパワーとしては必須
ひっす

の人 材
じんざい

とのこと。利点
りてん

が失われず
うしな

にピアカンが

制度
せいど

化
か

可能
かのう

ならば推 進
すいしん

されてよい。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 ピア
ぴ あ

の 力
ちから

を 正 当
せいとう

に 評 価
ひょうか

し， 体 験
たいけん

に基づく
もとづく

支援
しえん

を 行 う
おこなう

専 門
せんもん

職
しょく

として

位置づける
い ち づ け る

べきである． 入 院 中
にゅういんちゅう

の患 者
かんじゃ

さんが地域
ちいき

生 活
せいかつ

の体 験
たいけん

ができるための

制度
せいど

が必 要
ひつよう

．現 在
げんざい

， 入 院 中
にゅういんちゅう

の人
ひと

を援護
えんご

寮
りょう

などで体 験
たいけん

宿 泊
しゅくはく

を行って
おこなって

も，

報 酬
ほうしゅう

としては一 切
いっさい

認められて
み とめら れて

いない． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

における総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の確 立
かくりつ

と、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の位置付け
い ち づ  

や役 割
やくわり

・機能
きのう

の明確化
めいかくか

等
とう

により、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

が連 携
れんけい

し地域
ちいき

移行
いこう

が促 進
そくしん

される

体 制
たいせい

を整備
せいび

すべきである。その中
なか

で、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を位置づけ
い ち   

、
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必 要
ひつよう

に応じて
おう   

活 用
かつよう

される仕組み
し く  

を構 築
こうちく

する必 要
ひつよう

がある。また、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の質
しつ

を高める
たかめる

ための開 発
かいはつ

支援
しえん

もあわせて行 わ れ る
おこな     

ことを期待
きたい

する。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

への意欲
いよく

の 向 上
こうじょう

や実 現
じつげん

可能性
かのうせい

を高める
たか   

ためには、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

等
とう

は有 用
ゆうよう

であり活 用
かつよう

されるべきである。一方
ぽう

で、地域
ちいき

移行
いこう

や移行後
いこうご

の

生 活
せいかつ

を支 え る
ささ    

観 点
かんてん

からも、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

が連 携
れんけい

した取り組み
と  く  

が不可欠
ふかけつ

であると

思 わ れ る
おも      

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 知
し

る・見
み

る・経
けい

験
けん

する機
き

会
かい

に、同
おな

じ立
たち

場
ば

（ピア）の人
ひと

たちの関
かん

与
よ

（説
せつ

明
めい

会
かい

・座
ざ

談
だん

会
かい

・見
けん

学
がく

会
かい

等
とう

）による安
あん

心
しん

感
かん

を持
も

つことが出
で

来
き

るため、ピアサポートを積
せつ

極
きよく

的
てき

に

導
どう

入
にゆう

すべきである。自
じ

立
りつ

体
たい

験
けん

プログラムも、一
いつ

定
てい

の効
こう

果
か

が期
き

待
たい

されるが、誰
だれ

がど

のような指
し

針
しん

で 評
ひよう

価
か

（出
で

来
き

なかったことを 評
ひよう

価
か

するのではなく）するか、 留
りゆう

意
い

なけ

ればならない。自
じ

立
りつ

体
たい

験
けん

プログラムをハードルとすべきではない。 

○理
り

由
ゆう

 

 未
み

知
ち

な場
ば

面
めん

を選
せん

択
たく

するとき、おおむね、 情
じよう

報
ほう

を得
え

ようと何
なん

らかの行
こう

動
どう

を起
お

こす

のが自
し

然
ぜん

である。 入
にゆう

所
しよ

・ 入
にゆう

院
いん

していた人
ひと

たちが地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

に際
さい

し、不
ふ

安
あん

が立
た

ちはだかり、知
し

る以
い

前
ぜん

に断
だん

念
ねん

されることが見
み

られる。できるだけ分
わ

かりやすい 情
じよう

報
ほう

提
てい

供
きよう

に 心
こころ

がけ、ピアな関
かん

係
けい

による 情
じよう

報
ほう

提
てい

供
きよう

はリアリティがあり一
いつ

層
そう

効
こう

果
か

的
てき

で

ある。また、自
じ

立
りつ

体
たい

験
けん

プログラムは支
し

援
えん

者
しや

による支
し

援
えん

の理
り

由
ゆう

付
つ

けとなりかねないた

め、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

条
じよう

件
けん

とすべきではない。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

移行
いこう

システム
し す て む

の 充 実
じゅうじつ

と、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の意義
い ぎ

についての理解
りかい

の促 進
そくしん

を図
はか

るために

は、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

を組
く

み込
こ

んだ相 談
そうだん

支
しえん

援 機
きかん

関や、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の整備
せいび

・

展 開
てんかい

を 行
おこな

う 必 要
ひつよう

が あ る 。 ま た 、 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の 充 実
じゅうじつ

を 促 進
そくしん

す る た め の

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

の整備
せいび

を図
はか

ることともに、利用者
りようしゃ

本 人
ほんにん

の意欲
いよく

と自信
じしん

の 向 上
こうじょう

を図
はか

る

ための自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の活 用
かつよう

を図
はか

る 必
ひつよう

要がある。 
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○理由 

 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるためには、本 人
ほんにん

の選 択 権
せんたくけん

の保 障
ほしょう

に加
くわ

えて、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

れる

ための 十 分
じゅうぶん

なハード
は ー ど

とソフト
そ ふ と

両 面
りょうめん

の 環 境
かんきょう

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

による危機
き き

センタ
せ ん た

ーなど現 行
げんこう

の精 神
せいしん

医 療
いりょう

に代
か

わるオールタナティ
お ー る た な て ぃ

ヴ
う゛

への資金
しきん

援 助
えんじょ

が必 要
ひつよう

であり、 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

に対
たい

して立
た

ち上
あ

げ費用
ひよう

等
とう

の補助
ほじょ

が

必 要
ひつよう

 

○理由
りゆう

 

 精 神
せいしん

医 療
いりょう

に代
か

わるオールタナティ
お ー る た な て ぃ

ヴ
う゛

について、立
た

ち上
あ

げようにも 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

に

は資金
しきん

がないから 
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論 点
ろんてん

E
いー

-1-4) 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

の結果
けっか

、保 証 人
ほしょうにん

を確保
かくほ

できず地域
ちいき

移行
いこう

が出来
で き

ない

人
ひと

への対 応
たいおう

として、どのような公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

が必 要
ひつよう

か？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 保 証 人
ほしょうにん

として 要 求
ようきゅう

される具体的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

を精査
せいさ

すべき。地域
ちいき

の中
なか

で「 障 害 者
しょうがいしゃ

の

生 活
せいかつ

支援
しえん

」というイメージ
い め ー じ

が 定 着
ていちゃく

し、 日 常 的
にちじょうてき

な生 活
せいかつ

支援
しえん

と、家賃
やちん

滞 納
たいのう

等
とう

の

リスク
り す く

が発 生
はっせい

した際
さい

の事後
じ ご

対 応
たいおう

支援
しえん

を確 実
かくじつ

に行 う
おこなう

ことができれば、地域
ちいき

の信 頼
しんらい

を

得て 賃 貸 借
ちんたいしゃく

契 約
けいやく

をスムーズ
す む ー ず

に行 う
おこなう

ことが可能
かのう

になってきた。 日 常 的
にちじょうてき

な生 活
せいかつ

支援
しえん

は相 談
そうだん

支援
しえん

や通 所
つうしょ

サービス
さ ー び す

、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の活 用
かつよう

によってカバーしていくこ

とができる。一 方
いっぽう

、家賃
やちん

滞 納
たいのう

や家屋
かおく

・設備
せつび

等
とう

の破壊
はかい

、近 隣
きんりん

とのトラブル
と ら ぶ る

等
など

について

は、一部
いちぶ

、損 害
そんがい

の補填
ほてん

や 賠 償
ばいしょう

等
など

が発 生
はっせい

する場合
ばあい

があり、基金的
ききんてき

な事 業
じぎょう

を実施
じっし

する

ことでそれをカバー
か ば ー

するような仕組み
し く み

をつくることができれば、 具体的
ぐたいてき

な

セーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

となり得
え

る。 

○理由 

 伊賀市
い が し

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

の「地域
ちいき

福祉
ふくし

あんしん保 証
ほしょう

システム
し す て む

構 築
こうちく

事 業
じぎょう

報 告 書
ほうこくしょ

」

が参 考
さんこう

になる。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

、 入 所
にゅうしょ

になってしまった責 任
せきにん

は、国
くに

の施策
しさく

に有る
あ る

のだから、公 的
こうてき

保 証
ほしょう

制度
せいど

は必 要
ひつよう

である。フォーム
ふ ぉ ー む

として自治体
じちたい

の 首 長 名
しゅちょうめい

による契 約
けいやく

支援
しえん

が理想
りそう

だ

が、生 活
せいかつ

保護
ほ ご

など担 当
たんとう

部署
ぶしょ

の「 緊 急
きんきゅう

連 絡 先
れんらくさき

」記載
きさい

で契 約
けいやく

に持ち込める
も ち こ め る

場合
ばあい

もあ

り、これを 職 権
しょっけん

として明示
めいじ

すべきではないか。 

○理由 

 民 間
みんかん

保 証
ほしょう

会 社
がいしゃ

の活
かつ

用 例
ようれい

も増して
ま し て

くる中
なか

、 行 政
ぎょうせい

の対 応 幅
たいおうはば

を拡 幅
かくふく

することに

より乗り切れる
の り き れ る

事例
じれい

もある。  
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【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 保 証 人
ほしょうにん

を家族
かぞく

が担
にな

うことが前 提
ぜんてい

。その家族
かぞく

がいない場合
ばあい

は、成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

を

改 善
かいぜん

してそれを活 用
かつよう

する。 

 しかし、保 証 人
ほしょうにん

を権利
けんり

擁護人
ようごじん

という名 称
めいしょう

にするのも一
いち

案
あん

と考
かんが

える。 

 個別
こべつ

相 談
そうだん

も受
う

けられるように、ケアマネージャーのように業 務
ぎょうむ

ととらえることが

必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 特
とく

に 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

、 重 度
じゅうど

の 身 体
しんたい

障 害
しょうがい

の 人
ひと

は知
し

り合
あ

いとは疎遠
そえん

になっており、

保 証 人
ほしょうにん

は難
むずか

しい。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

は必 要
ひつよう

である。行 政
ぎょうせい

が担
にな

うべきであると考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行後
いこうご

、賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

を利用
りよう

する場合
ばあい

には保
ほ

証 人
しょうにん

が必 要
ひつよう

となる。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 保 証 人
ほしょうにん

がいないために賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

に入
い

居
きょ

できない人
ひと

たちについては、市 町 村
しちょうそん

が

保
たもつ

証 人
しょうにん

になる制度
せいど

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 生 活
せいかつ

福祉
ふくし

資金
しきん

の貸付
かしつけ

事業
じぎょう

と同様
どうよう

に、国
くに

直営
ちょくえい

または国
くに

が委託
いたく

する方法
ほうほう

で、民 間
みんかん

アパ

ートを障害者
しょうがいしゃ

が容易
ようい

に借
か

りられるように保
ほ

証人
しょうにん

サービスや家賃
やちん

保証
ほしょう

の仕組
し く

みを充実
じゅうじつ

追加
ついか

。 

 大家
おおや

の心配
しんぱい

するほかの項目
こうもく

である、火事
か じ

・水漏
みずも

れ・騒音
そうおん

・孤独死
こ ど く し

などは、ヘルパー制度
せいど

や、緊急
きんきゅう

駆
か

けつけサービスを地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の必須
ひっす

事業
じぎょう

で行
おこな

うなどで個別
こべつ

対応
たいおう

する。 

○理由
りゆう

 

 保証人
ほしょうにん

代行業
だいこうぎょう

・信用
しんよう

保証業
ほしょうぎょう

は民 間
みんかん

会社
かいしゃ

でも数社
すうしゃ

で行
おこな

われているが、不正
ふせい

な追
お

い出
だ

し
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などが問題化
もんだいか

している。障害者向
しょうがいしゃむ

けは、国
くに

が直接
ちょくせつ

実施
じっし

する方
かた

がよい。障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

には賃貸
ちんたい

アパート・貸家
かしや

などを借
か

りにくい問題
もんだい

（大家
たいか

さんは家賃
やちん

の不払
ふばら

いを心配
しんぱい

）を

全国
ぜんこく

で一気
いっき

にすべて解 決
かいけつ

する必要
ひつよう

がある。 

 全国
ぜんこく

で家
いえ

を借
か

りる障害者
しょうがいしゃ

が今
いま

すぐ使
つか

えないと意味
い み

がないので、現状
げんじょう

の制度
せいど

ではだめ

で、大家
おおや

への「障害者
しょうがいしゃ

・高齢者
こうれいしゃ

を拒否
きょひ

しない」などの条件付
じょうけんづ

けを廃止
はいし

すること。 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 市
し

役 所
やくしょ

が保 証 人
ほしょうにん

になる。 

○理由
りゆう

 

 不動
ふどう

産屋
さんや

さんなどには、市
し

役 所
やくしょ

が一 番
いちばん

信 用
しんよう

が高い
たかい

から。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 行 政
ぎょうせい

ないし新
あら

たに保 証
ほしょう

するシステム
し す て む

を作
つく

るべきです。 

○理由
りゆう

 

 何
なに

を保 証
ほしょう

するかによってシステム
し す て む

は違
ちが

ってくると思
おも

います。家賃
やちん

の滞 納
たいのう

、問 題
もんだい

発 生
はっせい

時
じ

の連 絡 先
れんらくさき

と対 処
たいしょ

などが主
おも

かと 考
かんが

えられますが、事 業 所
じぎょうしょ

法 人
ほうじん

が保 証 人
ほしょうにん

となる事 業 体
じぎょうたい

を指定
してい

する方 法
ほうほう

などが 考
かんが

えられます。精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

の保護者
ほごしゃ

制度
せいど

を廃止
はいし

するのであれば、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

としても役立
やくだ

つ公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

を

創 設
そうせつ

するのはいかがでしょうか。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 例
たと

えば施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

やアパート
あ ぱ ー と

の 賃 借
ちんしゃく

などで保 証 人
ほしょうにん

が要
い

る場合
ばあい

の公 的
こうてき

保 証
ほしょう

を別
べつ

に 創 設
そうせつ

することは 必 要
ひつよう

。できれば 公 的
こうてき

機関
きかん

による 保 証
ほしょう

を義務
ぎ む

づけるべき。

「 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の社会化
しゃかいか

」の典 型
てんけい

。 

○理由
りゆう

 

 保 証 人
ほしょうにん

が確保
かくほ

できない方
かた

は何
なに

も長 期
ちょうき

入 院 者
にゅういんしゃ

に限
かぎ

らない。親子
おやこ

兄 弟
きょうだい

を亡
な

くし

た高 齢 者
こうれいしゃ

などがその典 型
てんけい

。地域
ちいき

移行
いこう

ができないのは保 証 人
ほしょうにん

がいないからではなく
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選 択
せんたく

の幅
はば

がないから。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 市 町
しちょう

村 長
そんちょう

による公 的
こうてき

保 証
ほしょう

制度
せいど

の創 設
そうせつ

や、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

による法 人
ほうじん

保 証
ほしょう

制度
せいど

の創 設
そうせつ

等
とう

が 考
かんが

えられる。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 民 間
みんかん

住 宅
じゅうたく

を借
か

りる際
さい

に、こうした人
ひと

が 保
たもつ

証 人
しょうにん

を用意
ようい

するのが 難
むずか

しいのは

当 然
とうぜん

であり、既
き

に現 在
げんざい

一部
いちぶ

の自治体
じちたい

で取
と

り組
く

まれている公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

を国
くに

の

制度
せいど

とし、全 国
ぜんこく

どの自治体
じちたい

でも公 的
こうてき

保 障
ほしょう

が出来
で き

るようにすべきである。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まずは保しょう人
ほ しょう にん

がいなくても住
す

める公
こう

えい 住
じゅう

たくの数
かず

をふやすことがたいせつ。

その上
うえ

で、足
た

りないばあい、何
なん

らかの公
こう

てきな保
ほ

しょうのしくみを 考
かんが

えるべき。 

○理由
りゆう

 

 論 点
ろんてん

D-5-2)でも述
の

べたが、まずは今
いま

まで 入
にゅう

しょ施
し

せつや精
せい

しんか 病
びょう

いんに使
つか

っ

てきたお金
かね

を、障がい者
しょうがいしゃ

の地
ち

いきでの暮
く

らしに使
つか

うため、公
こう

えい 住
じゅう

たくの増
ぞう

かが求
もと

められる。公
こう

てき保しょう人
ほ しょう にん

が必
ひつ

ような人
ひと

は、その 住
じゅう

たくにまっさきに入
はい

れるよう

にすべきだ。それでも入
はい

れない人
ひと

のためには、論 点
ろんてん

D-5-3)で述
の

べたようなしくみがひ

つようだ。そのなかで、おおやさんも安
あん

しんして貸
か

しだせるしくみにしたらよい。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 住 宅
じゅうたく

を借
か

りる際
さい

の保
ほ

証 人
しょうにん

。 就 職
しゅうしょく

に際
さい

しての保 証 人
ほしょうにん

。 
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【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 公 的
こうてき

住 宅
じゅうたく

政 策
せいさく

を 充 実
じゅうじつ

させることによって保 証 人
ほしょうにん

問 題
もんだい

は解
かい

決
けっ

する。 

○理由
りゆう

 

 公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

を必 要
ひつよう

とする理由
りゆう

は 住 宅
じゅうたく

を賃 貸
ちんたい

するためである。また 年 金
ねんきん

の

増 額
ぞうがく

とベーシックインカム
べ ー し っ く い ん か む

によって 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

をしなければ、 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

は防
ふせ

げない。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 保 証
ほしょう

人
ひと

がいないため家
いえ

を借り
か  

られないなどの理由
りゆう

によって 住 宅
じゅうたく

が確保
かくほ

できない

人
ひと

については、市 町 村
しちょうそん

が保 証
ほしょう

人
ひと

となる仕組み
し く  

が必 要
ひつよう

である。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 本 人
ほんにん

が 正 常
せいじょう

な判 断
はんだん

ができなくなり、親 族 間
しんぞくかん

で後 見 人
こうけんにん

が決
き

まらない場合
ばあい

などは、

公 的
こうてき

な成
せい

人 後
じんこう

見 人
けんにん

制度
せいど

は有 用
ゆうよう

。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 権利
けんり

擁護
ようご

事 業
じぎょう

の中
なか

に公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

を組
く

み入
い

れる。 

○理由
りゆう

 

 制度
せいど

や助 成 金
じょせいきん

で実施
じっし

できるようにすべきであるから。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

が 行 政
ぎょうせい

と連 携
れんけい

して公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

などを設置
せっち

し、その後
ご

の

生 活
せいかつ

支援
しえん

なども含
ふく

めて対 応
たいおう

している自治体
じちたい

では成果
せいか

を上
あ

げている。やはり、こうした

先 進
せんしん

事例
じれい

を参 考
さんこう

に、 住 民
じゅうみん

の 協 力
きょうりょく

も得
え

て、地域
ちいき

ごとのシステムの構 築
こうちく

が求
もと

めら

れる。 
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 現 行
げんこう

の 居 住
きょじゅう

サポート支援
しえん

事 業
じぎょう

と国土
こくど

交 通 省
こうつうしょう

のあんしん 賃 貸
ちんたい

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

連 携
れんけい

以外
いがい

にも、基礎
き そ

自治体
じちたい

による公 的
こうてき

な 保
たもつ

証 人
しょうにん

制度
せいど

の仕組
し く

みを検 討
けんとう

できないか。

（再 掲
さいけい

） 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

の支
ささ

え合
あ

いの 考
かんが

えは 最
もっと

も身近
みぢか

な支援
しえん

として必 要
ひつよう

である 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

なども含
ふく

めて、自治体
じちたい

の責 任
せきにん

で保
ほ

証 人
しょうにん

を確保
かくほ

すること。 

○理由
りゆう

 

 個別
こべつ

事 情
じじょう

を 充 分
じゅうぶん

に聞
き

いた上
うえ

で、行 政
ぎょうせい

としての判 断
はんだん

と対 処
たいしょ

に手
て

をつくすことが

必 要
ひつよう

。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 賃 貸
ちんたい

で借
か

りる場合
ばあい

の保 証
ほしょう

できる組織
そしき

は必 要
ひつよう

で、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

の中
なか

にそ

の機能
きのう

を担
にな

う制度
せいど

の位置
い ち

づけをすべきである。この場合
ばあい

国土
こくど

交 通 省
こうつうしょう

の「あんしん賃 貸
ちんたい

支援
しえん

制度
せいど

」の活 用
かつよう

も考 慮
こうりょ

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 貧 困
ひんこん

ビジネス等
とう

住 宅
じゅうたく

の 保
たもつ

証 人
しょうにん

を巡
めぐ

るトラブルはすでに散 見
さんけん

されており、

公 的
こうてき

に貸 主
かしぬし

に信 頼
しんらい

が得
え

られる取
と

り組
く

みは急 務
きゅうむ

の課題
かだい

である。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自治体
じちたい

など 公 的
こうてき

機関
きかん

自身
じしん

が 保 証 人
ほしょうにん

になる、あるいは 行 政
ぎょうせい

が保険
ほけん

会 社
がいしゃ

等
など

と

協 定
きょうてい

を締 結
ていけつ

して会 社
かいしゃ

への助 成
じょせい

も実施
じっし

しながら保 証 人
ほしょうにん

になってもらう。 

○理由
りゆう

 

 現 状
げんじょう

でも一部
いちぶ

実 現
じつげん

しているレベルのことであり、更
さら

に制度
せいど

的な確 立
かくりつ

を図
はか

る。 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 自治体
じちたい

の 長
ちょう

が保 証 人
ほしょうにん

となる制度
せいど

が必 要
ひつよう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 Ｄ－５における 居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

とあわせて制度化
せいどか

や、既存
きそん

制度
せいど

の活 用
かつよう

・改 善
かいぜん

につい

て検 討
けんとう

されるべきである。 

 なお、民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

等においても保 証 人
ほしょうにん

を必 要
ひつよう

しない賃 貸
ちんたい

形 態
けいたい

も見られる
み    

ようになってきており、これらの一 層
いっそう

の促 進
そくしん

を図 る
はか  

ような 住 宅
じゅうたく

施策面
しさくめん

での対 応
たいおう

も必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

における 障 壁
しょうへき

は除 去
じょきょ

されるべきであり、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の 範 疇
はんちゅう

のみな

らず、民 間
みんかん

の不動産
ふどうさん

業 界
ぎょうかい

等
とう

への 働 き か け
はたら      

を含め
ふくめ

幅 広 い
はばひろ  

視野
し や

で検 討
けんとう

される

必 要
ひつよう

があると考える
かんがえる

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 保
ほ

証
しよう

人
にん

が確
かく

保
ほ

できず地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

が出
で

来
き

ない場
ば

合
あい

は尐
すく

ないと予
よ

想
そう

されるが、

関
かん

係
けい

者
しや

が支
し

援
えん

すれば保
ほ

証
しよう

人
にん

がいなくとも地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

は出
で

来
き

るはずである。 

○理
り

由
ゆう

 

 契
けい

約
やく

上
うえ

必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は、成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

の活
かつ

用
よう

も視
し

野
や

に入
い

れ、また市
し

町
ちよう

村
そん

にも

協
きよう

力
りよく

してもらってはどうか 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 民 間
みんかん

の賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

を借
か

りる 場
ばあい

合、公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

が必 要
ひつよう

であり、公 的
こうてき

機関
きかん

や

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

の中
なか

に、その機能
きのう

を担
にな

う 制
せいど

度を位
い

置
ち

づけるなど検 討
けんとう

すべきである。 

○理由 

 公 的
こうてき

な保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

を開 発
かいはつ

することは急 務
きゅうむ

である。 
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【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

というより、あくまで公 的
こうてき

にアパート
あ ぱ ー と

を借
か

り上
あ

げ、そこに 障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

移行
いこう

をする人
ひと

を 入
にゅう

居
きょ

させる体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

 

○理由
りゆう

 

 隔離
かくり

収 容
しゅうよう

には国
くに

の政 策
せいさく

による失 敗
しっぱい

であるから 
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論 点
ろんてん

E
いー

-1-5) 地域
ちいき

移行
いこう

をする人
ひと

に必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

が給 付
きゅうふ

されるような仕組
し く

みは必 要
ひつよう

か？また、どのようなものであるべきか？ 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

支度
したく

経費
けいひ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（自立
じりつ

支援
しえん

対 策
たいさく

臨時
りんじ

特 例
とくれい

基金
ききん

）の効果
こうか

を検 証
けんしょう

のうえ、

所 得
しょとく

保 障
ほしょう

と合
あ

わせて必 要
ひつよう

な制度
せいど

を検 討
けんとう

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

、基金
ききん

事 業
じぎょう

で、地域
ちいき

移行
いこう

するにあたり新
あら

たに必 要
ひつよう

となる物 品
ぶっぴん

を購 入
こうにゅう

するた

めの費用
ひよう

の助 成
じょせい

を行
おこな

っており、本 事 業
ほんじぎょう

の効果
こうか

を検
けん

証
しょう

したうえで検 討
けんとう

すべきと考
かんが

え

る。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 退 院
たいいん

、新 生 活
しんせいかつ

準 備
じゅんび

のための特 別
とくべつ

援 助
えんじょ

資金
しきん

の創 設
そうせつ

。また退 院 先
たいいんさき

市 町 村
しちょうそん

の

財 政
ざいせい

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

策
さく

も考 案
こうあん

の余地
よ ち

あり。 

○理由 

 入 院
にゅういん

や 入 所
にゅうしょ

している方
ほう

が経費
けいひ

が掛からない
か か ら な い

という思い込み
おもいこみ

もあり、地域
ちいき

移行
いこう

が

進まない
すすまない

矛 盾
むじゅん

も有る
あ る

。現 行
げんこう

基金
ききん

事 業
じぎょう

の支援
しえん

メニュー化
め に ゅ ー か

や執 行
しっこう

なども考えられる
かんがえられる

ので

はないか。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

が確 実
かくじつ

に実施
じっし

できる体 制
たいせい

が整
ととの

えば、基本的
きほんてき

に必 要
ひつよう

ないと考
かんが

える。 

しかし、施設
しせつ

への代理
だいり

受 容
じゅよう

も良
よ

い手立
て だ

てであるが、セルフマネージメントする場合
ばあい

もあ

るので、給 付
きゅうふ

の在
あ

り方
かた

の検 討
けんとう

を要
よう

する。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

は障 害 者
しょうがいしゃ

だけではない。 
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【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。子
こ

どもあんしん基金
ききん

のような形
かたち

で「地域
ちいき

移行
いこう

基金
ききん

」を創 設
そうせつ

するのはど

うか？ 

 「あればありがたい」と思
おも

われる給 付
きゅうふ

は種 々
しゅじゅ

あるが、それらを給 付
きゅうふ

する論理的
ろんりてき

妥当性
だとうせい

を十 分
じゅうぶん

に検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。結果的
けっかてき

な「逆 差 別
ぎゃくさべつ

」（障 害 者
しょうがいしゃ

優 遇
ゆうぐう

）は、

結果的
けっかてき

に、障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

が社 会
しゃかい

で生
い

きていく幅
はば

を狭
せば

めてしまうので、慎 重
しんちょう

な検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

。多
おお

くの人
ひと

が見
み

ても妥当
だとう

と思
おも

われるような論理
ろんり

立
た

てと給 付
きゅうふ

条 件
じょうけん

・給 付
きゅうふ

程度
ていど

が

求
もと

められる。 

○理由
りゆう

 

 「家賃
やちん

補助
ほじょ

」は大
おお

きなポイント
ぽ い ん と

となるが、D-5-1)などで触
ふ

れたとおり、現 在
げんざい

の日本
にほん

に

は 障
しょう

がいのある人
ひと

以外
いがい

にも「住
す

まいがなく、地域
ちいき

で暮
く

らすことのできない」人
ひと

がおり、

そうした状 況 下
じょうきょうか

であっても 障
しょう

がいのある人
ひと

へ特 別
とくべつ

に家賃
やちん

補助
ほじょ

するのであれば、

相 応
そうおう

の論理的
ろんりてき

妥当性
だとうせい

が求
もと

められるであろう。日本
にほん

の住 宅
じゅうたく

施策
しさく

の中
なか

で考
かんが

えるべきこと

ではないか。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

に際
さい

して、その生 活
せいかつ

を経 済 的
けいざいてき

に保 障
ほしょう

する所 得
しょとく

保 障
ほしょう

は欠
か

かせない。

現 在
げんざい

の障 害
しょうがい

基礎
き そ

年
ねん

金 額
きんがく

の水 準
すいじゅん

を上
あ

げることが最
もっと

も望
のぞ

ましいが、国 民
こくみん

全 体
ぜんたい

の

年 金
ねんきん

制度
せいど

改 革
かいかく

との関 連
かんれん

もあり速
すみ

やかな対 応
たいおう

は困 難
こんなん

と思
おも

われる。そこで、グループ

ホーム等
とう

の家賃
やちん

補助
ほじょ

が現 実 的
げんじつてき

であり、早 急
さっきゅう

に制度化
せいどか

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

や地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

を 行
おこな

っている障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

等
とう

に相談
そうだん

やピアカウ

ンセリング、社会性
しゃかいせい

活 力
かつりょく

を高
たか

めるための支援
しえん

（自立
じりつ

生 活
せいかつ

プログラム）などを受
う

けに行
い

く場合
ばあい

の、リフトタクシーやガイドヘルパーと本 人
ほんにん

の公 共
こうきょう

交通
こうつう

利用
りよう

交通費
こうつうひ

などを助成
じょせい

することが必要
ひつよう

。 

 また、地域
ちいき

移行
いこう

３か月前
げつまえ

からはアパート探
さが

しや様々
さまざま

な手続
てつづ

きや自立
じりつ

体験室
たいけんしつ

などを使
つか
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った自立
じりつ

生 活
せいかつ

の練 習
れんしゅう

のための宿 泊
しゅくはく

体 験
たいけん

などに、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

・居宅
きょたく

介護
かいご

やガイドヘ

ルパーを使
つか

えるようにすべき。 

○理由
りゆう

 

 過疎地
か そ ち

の県
けん

では県 庁
けんちょう

所在地
しょざいち

の障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

が片 道
かたみち

３～４時間
じかん

もかけて相談
そうだん

を聞
き

き

に行
い

くか、本 人
ほんにん

の負担
ふたん

で団体
だんたい

まで出
で

てきてもらっているが、費用
ひよう

負担
ふたん

が問題
もんだい

。 

 自立前
じりつまえ

の３カ月
げつ

の在宅
ざいたく

介護
かいご

制度
せいど

利用
りよう

は、ある自治体
じちたい

で２００２年度
ねんど

までは全身性
ぜんしんせい

障 害 者
しょうがいしゃ

介護人
かいごじん

派遣
はけん

事業
じぎょう

で 行
おこな

われていたが、障 害
しょうがい

が重
おも

いほど、多
おお

くの介護
かいご

時間
じかん

が必要
ひつよう

で、費用
ひよう

負担
ふたん

が困難
こんなん

になるので、同様
どうよう

の仕組
し く

みが必要
ひつよう

。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 国
くに

や自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

状 況
じょうきょう

に関
かか

わらず地域
ちいき

自立
じりつ

生 活
せいかつ

のために必 要
ひつよう

な給 付
きゅうふ

をエン

タイトルメントし、その支 給
しきゅう

を確 実
かくじつ

に担
たん

保
ほ

する仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。その前 提
ぜんてい

があ

ることで予算
よさん

の 水 準
すいじゅん

が上
あ

がり、福祉
ふくし

計 画
けいかく

やフォーキャストの精度
せいど

が増
ま

し、ケースワー

カーの 力 量
りきりょう

も 養
やしな

われることも忘
わす

れてはならない。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・地域
ちいき

移行
いこう

に成果
せいか

のあった、施設
しせつ

、医 療
いりょう

機関
きかん

には、それに見合
み あ

った補助
ほじょ

を、地域
ちいき

移行者
いこうしゃ

を数 多
かずおお

く受
う

け入
い

れた自治体
じちたい

にも、それに見合
み あ

った補助
ほじょ

が必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

・ 従 来
じゅうらい

、地域
ちいき

移行
いこう

実 践
じっせん

は、やればやるほど、施設
しせつ

、医 療
いりょう

機関
きかん

、関 係
かんけい

自治体
じちたい

の負担
ふたん

に

なるため、実 践
じっせん

の 積 極 的
せっきょくてき

な担
にな

い手
て

がいないことが課題
かだい

。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

だと考
かんが

えます。 

○理由
りゆう

 

 年 金
ねんきん

制度
せいど

の中
なか

で検 討
けんとう

すべきです。 
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【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 一 般
いっぱん

会 計
かいけい

による社 会
しゃかい

保障費
ほしょうひ

を充
あ

てるべき、医療費
いりょうひ

からの組
く

み替
か

えなどあってはな

らない。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の経 済 的
けいざいてき

不利益
ふりえき

により地域
ちいき

移行
いこう

が困 難
こんなん

であるなら、当 然
とうぜん

公費
こうひ

でみるべき

である。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 財 源
ざいげん

給 付
きゅうふ

は必 要
ひつよう

。 住 宅
じゅうたく

保 障
ほしょう

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

補償費
ほしょうひ

。 

○理由 

 年 金
ねんきん

だけでは、自立
じりつ

した生 活
せいかつ

はできない。特
とく

に精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

には無年金
むねんきん

の人
ひと

が

多く
おおく

、年 金
ねんきん

以外
いがい

の生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

する仕組み
し く み

が必 要
ひつよう

。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

移行
いこう

をする重 度
じゅうど

重 症
じゅうしょう

の人
ひと

には、それぞれに相応しい
ふさわ  

生 活
せいかつ

場所
ばしょ

と２４時間
  じかん

の

支援
しえん

サービスが確保
かくほ

されなければならない。その費用
ひよう

は、１人当
りあた

りの支 給
しきゅう

となるため、

入 所
にゅうしょ

時
じ

の数 倍
すうばい

のものが必 要
ひつよう

となることを踏
ふ

まえて、所 要
しょよう

財 源
ざいげん

を確保
かくほ

する必 要
ひつよう

が

ある。 

○理由 

 地域
ちいき

移行
いこう

には、移行先
いこうさき

をどのように確保
かくほ

するかに問 題
もんだい

がある。そのための受け皿
うけざら

とも

いうべき住
すま

いの場所
ばしょ

が用意
ようい

される必 要
ひつよう

があるとともに、サービス給 付
きゅうふ

財 源
ざいげん

の大 幅
おおはば

な

拡 充
かくじゅう

を図
はか

らなければならい。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 小 児
しょうに

では専 門
せんもん

スタッフ
す た っ ふ

の育 成
いくせい

と人 材
じんざい

派遣
はけん

の役 割
やくわり

を、拠 点
きょてん

施設
しせつ

に持
も

たせるための

財 源
ざいげん

が必 要
ひつよう

。 
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また必 要
ひつよう

な対 応
たいおう

ができるスタッフ
す た っ ふ

を学 校
がっこう

に配置
はいち

する財 源
ざいげん

も必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 家庭
かてい

や学 校
がっこう

の 環 境
かんきょう

調 整
ちょうせい

が 重 要
じゅうよう

であり、日 常
にちじょう

で 行
おこな

えることを増
ふ

やしていく

ことが 重 要
じゅうよう

になるため。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

で暮
く

らすためには所 得
しょとく

保 障
ほしょう

が不可欠
ふかけつ

である。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 E-1-1)にも記
しる

したように、地域
ちいき

移行
いこう

あたっては必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

は多岐
た き

にわたるので、

所 得
しょとく

保 障
ほしょう

はその一部
いちぶ

でしかない。年 金
ねんきん

を除
のぞ

けば現 在
げんざい

生 活
せいかつ

保護
ほ ご

しか所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の

道
みち

はないので、まずは地域
ちいき

移行
いこう

の際
さい

の生 活
せいかつ

支度
したく

金
きん

+ 当 面
とうめん

の生 活
せいかつ

保 障
ほしょう

の仕組
し く

みが

必 要
ひつよう

である。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 施設
しせつ

入 居
にゅうきょ

１年
ねん

ごとにつき奪
うば

われてきた 人 権
じんけん

を 保 障
ほしょう

するため、無罪
むざい

のものが

刑務所
けいむしょ

に入
い

れられていたのと同 等
どうとう

の国家
こっか

賠 償
ばいしょう

をすべきである。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

入 居
にゅうきょ

、社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

は人
ひと

から社 会 的
しゃかいてき

経 験
けいけん

を奪
うば

い、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

能 力
のうりょく

を奪
うば

ってきたことから、国 会 的
こっかいてき

な犯 罪
はんざい

行為
こうい

と言
い

える。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の家賃
やちん

補助
ほじょ

等
とう

の給 付
きゅうふ

が必 要
ひつよう

である。 

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

のみならず関 係
かんけい

省 庁
しょうちょう

との相互
そうご

理解
りかい

による財 源
ざいげん

確保
かくほ

が必 要
ひつよう

と

考
かんが

える。 

○理由
りゆう
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 最 も
もっと 

必 要
ひつよう

となるのは所 得
しょとく

保 障
ほしょう

である。しかし、年 金
ねんきん

の増 額
ぞうがく

には社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

全 体
ぜんたい

での議論
ぎろん

が 必 要
ひつよう

となり時間
じかん

もかかることから、 早 急
さっきゅう

にグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・

ケアホーム
け あ ほ ー む

の家賃
やちん

補助
ほじょ

等
とう

の給 付
きゅうふ

が必 要
ひつよう

である。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 住 宅
じゅうたく

の家賃
やちん

補助
ほじょ

制度
せいど

の創 設
そうせつ

、家財
かざい

等
とう

の購
こう

入 費
にゅうひ

の助 成
じょせい

制度
せいど

を設
もう

ける 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である 

 2009年度
ねんど

に創 設
そうせつ

された地域
ちいき

移行
いこう

支度
したく

経費
けいひ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（有
ゆう

期限
きげん

予算
よさん

事 業
じぎょう

）は、使
つか

い勝手
かって

が悪
わる

いとの意見
いけん

もあるが、このような給 付
きゅうふ

の仕組
し く

みは必 要
ひつよう

と 考
かんが

える。また 居 住
きょじゅう

確保
かくほ

のための家賃
やちん

補助
ほじょ

なども検 討
けんとう

すべき。  

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

に 住 居
じゅうきょ

を確保
かくほ

することも含
ふく

め、財 源
ざいげん

を給 付
きゅうふ

できるシステムがあることが、

地域
ちいき

移行
いこう

を 進
すす

めている自治体
じちたい

も 多
おお

い。こうした仕組
し く

みがあることが、地域
ちいき

移行
いこう

の

推 進 力
すいしんりょく

になることは明
あき

らかであり、やはり先 進
せんしん

事例
じれい

から学
まな

ぶべきと 考
かんが

える。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当 然
とうぜん

、国
くに

や自治体
じちたい

の公 的
こうてき

責 任
せきにん

で、制度化
せいどか

を図
はか

るべきである。 

○理由
りゆう

 

 新制度
しんせいど

の根 拠 法
こんきょほう

は、「憲 法
けんぽう

」である。 
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【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 礼 金
れいきん

・敷 金
しききん

・引越し
ひっこし

代
だい

・当 面
とうめん

の生活費
せいかつひ

の援 助
えんじょ

等
とう

。 

○理由
りゆう

 

 生 活
せいかつ

保護法
ほごほう

が参 考
さんこう

になるが、それを上回る
うわまわ

支援
しえん

が望
のぞ

ましい。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

のある人
ひと

の場合
ばあい

，無年金
むねんきん

の人
ひと

が多く
おおく

，生 活
せいかつ

保護
ほ ご

が 受 給
じゅきゅう

できない場合
ばあい

には家族
かぞく

に経 済 的
けいざいてき

な負担
ふたん

が大きい
おおきい

．年 金
ねんきん

制度
せいど

の不備
ふ び

を補完
ほかん

するような所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の

仕組み
し く み

が必 要
ひつよう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の開始
かいし

と継 続
けいぞく

を可能
かのう

とする所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の確 立
かくりつ

が必 要
ひつよう

である。地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

に係 る
かか  

財 源
ざいげん

については、 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
せさく

全 体
ぜんたい

に係 る
かか  

財 源
ざいげん

の 拡 充
かくじゅう

の度合い
どあ  

と

あわせて議論
ぎろん

されるべきであるが、促 進
そくしん

する方 向
ほうこう

で財 源
ざいげん

を確保
かくほ

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

の 障 壁
しょうへき

は、地域
ちいき

の住まい
す   

やサービス
さ ー び す

の基盤
きばん

整備
せいび

、所 得
しょとく

保 障
ほしょう

が不 十 分
ふじゅうぶん

で

ある 現 状
げんじょう

にある。そのため、所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の確 立
かくりつ

のための財 源
ざいげん

確保
かくほ

が必 要
ひつよう

であるた

め。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

を目
め

指
ざ

す人
ひと

が 障
しよう

害
がい

基
き

礎
そ

年
ねん

金
きん

だけの 収
しゆう

入
にゆう

では、厳
きび

しい地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

になる。ただ単
たん

に 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

だけでなく、精
せい

神
しん

科
か

病
びよう

院
いん

、また在
ざい

宅
たく

から地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を目
め

指
ざ

す場
ば

合
あい

の 入
にゆう

居
きよ

時
じ

支
し

援
えん

で 

 家
か

財
ざい

道
どう

具
ぐ

の購
こう

入
にゆう

、カーテン、カーペットなど防
ぼう

炎
えん

が必
ひつ

要
よう

な物
ぶつ

品
ぴん

購
こう

入
にゆう

などの費
ひ

用
よう

の補
ほ

助
じよ

制
せい

度
ど

を創
そう

設
せつ

してはどうか 

○理
り

由
ゆう
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 基
き

金
きん

事
じ

業
ぎよう

で 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

に３年
ねん

以
い

上
じよう

入
にゆう

所
しよ

していた人
ひと

が地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

に移
い

行
こう

する

場
ば

合
あい

の３万円
えん

の助
じよ

成
せい

があるが、この期
き

限
げん

の撤
てつ

廃
ぱい

と在
ざい

宅
たく

者
しや

が地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

をする

時
じ

の場
ば

合
あい

も助
じよ

成
せい

対
たい

象
しよう

とする必
ひつ

要
よう

がある。一
いち

時
じ

的
てき

な敷
しき

金
きん

・礼
れい

金
きん

に対
たい

する補
ほ

助
じよ

も

２４年
ねん

４月以
い

降
こう

も継
けい

続
ぞく

する事
こと

が必
ひつ

要
よう

。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 住
す

まいの確保
かくほ

、医 療 的
いりょうてき

サービス
さ ー び す

の確保
かくほ

、社 会
しゃかい

参加
さんか

や 就 労
しゅうろう

への取
と

り組
く

み費
ひ

用
よう

など

を含
ふく

め、地域
ちいき

移行
いこう

をする人
ひと

に対する
たいする

経 済 的
けいざいてき

給 付
きゅうふ

は必 要
ひつよう

である。地域
ちいき

移行
いこう

に必 要
ひつよう

な

社 会
しゃかい

資源
しげん

を整備
せいび

することに関
かん

して、特 定
とくてい

の 障 害 者
しょうがいしゃ

に対する
たいする

費用対
ひようたい

効果
こうか

で評 価
ひょうか

す

るのではなく、社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

と活 用
かつよう

体 制
たいせい

を、地域
ちいき

社 会
しゃかい

の暮
く

らしやすさ・環 境
かんきょう

整備
せいび

と位
い

置
ち

づける 考
かんが

え方
かた

を促 進
そくしん

すべきである。 

○理由 

 地域
ちいき

移行
いこう

を促 進
そくしん

するための必須
ひっす

条 件
じょうけん

と 考
かんが

える。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行法
いこうほう

（仮 称
かしょう

）のような法 律
ほうりつ

により財 源
ざいげん

確保
かくほ

すべきであり、あくまで隔離
かくり

収 容
しゅうよう

は国
くに

の責 任
せきにん

だから 

 また実 際
じっさい

に自立
じりつ

生 活
せいかつ

体 験
たいけん

のための外 泊
がいはく

や交通費
こうつうひ

アパート
あ ぱ ー と

探
さが

しのための交通費
こうつうひ

な

どがどこからも本 人
ほんにん

に出
で

ないため退 院
たいいん

に向
む

けた活 動
かつどう

が困 難
こんなん

となっている 
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論 点
ろんてん

E
いー

-1-6) 地域
ちいき

移行
いこう

における、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

の役 割
やくわり

、機能
きのう

をどう 考
かんが

えるか？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 一定期間、場所の枠組み、時間的な枠組みを提供し、生活リズムを整えたり、落ち着い

た状況のなかで休息をとるような機能が必要。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

・入 院 中
にゅういんちゅう

においては、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

や家族
かぞく

の希望
きぼう

確 認
かくにん

（地域
ちいき

生 活 者
せいかつしゃ

との

交 流
こうりゅう

等
とう

、意識
いしき

啓
けい

発
はつ

含
ふく

む。）、移行後
いこうご

の生 活
せいかつ

に向
む

けた訓 練
くんれん

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

の体 験
たいけん

等
とう

、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

し実施
じっし

する。 

 地域
ちいき

移行後
いこうご

は、見守
みまも

り・緊 急
きんきゅう

時
じ

の対 応
たいおう

（ショート
し ょ ー と

等
とう

）等
とう

、地域
ちいき

の様 々
さまざま

な支援
しえん

機関
きかん

と

共
とも

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

定 着
ていちゃく

支援
しえん

の一部
いちぶ

を担
にな

う。 

 なお、施設
しせつ

や病 院
びょういん

の積 極 的
せっきょくてき

な取
と

り組
く

みを促
うなが

す仕組
しくみ

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行前
いこうまえ

は身近
みぢか

な支援
しえん

機関
きかん

として、移行後
いこうご

は障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かか

わる地域
ちいき

の様 々
さまざま

な機関
きかん

の一
ひと

つとして、効果的
こうかてき

な支援
しえん

を行
おこな

うべきと考
かんが

える。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 病 院
びょういん

には安 定
あんてい

した外 来
がいらい

の治 療
ちりょう

と、必 要
ひつよう

時
じ

の 入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

とできるだけ早く
はやく

退 院
たいいん

させ地域
ちいき

生 活
せいかつ

にもどれる医 療
いりょう

技 術
ぎじゅつ

や意思
い し

が必 要
ひつよう

である。また医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の

連 携
れんけい

の有り方
ありかた

が明 確
めいかく

になる必 要
ひつよう

が有る
あ る

。普段
ふだん

は、診 療 所
しんりょうじょ

等
など

での医 療
いりょう

を 中 心
ちゅうしん

に、

入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

が必 要
ひつよう

な時
とき

には 病 院
びょういん

が関わる
かかわる

。また、 入 院
にゅういん

までは行かなくて
い か な く て

も、

休 息
きゅうそく

を含めて
ふくめて

のショートステイ
し ょ ー と す て い

の利用
りよう

が出来る
で き る

施設
しせつ

等
など

の存 在
そんざい

も大きい。 

○理由 

 精 神
せいしん

医 療
いりょう

は突き
つ き

つめれば「退 院
たいいん

を科学
かがく

する学 問
がくもん

領 域
りょういき

」である。また、地域
ちいき

にお

ける連 携
れんけい

が明 確
めいかく

にならない為
ため

に、個別
こべつ

に対 応
たいおう

して来た
き た

のが、今
いま

までの福祉
ふくし

の流れ
ながれ

で

ある。相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

とチーム
ち ー む

（地域
ちいき

）で支援
しえん

していく仕組み
し く み

が明 確
めいかく

になって
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いければ、それぞれの役 割
やくわり

、機能
きのう

が明 確
めいかく

になって行く
い く

と思う
おもう

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 役 割
やくわり

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるバックアップとしての機能
きのう

を入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

に持
も

たせ

る。それを支
ささ

えるのは、人
ひと

でその養 成
ようせい

をあわせ持
も

つ。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

の既存
きそん

の施設
しせつ

、病 院
びょういん

では役 割
やくわり

を担
にな

えない。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

は地域
ちいき

移行
いこう

のために存 在
そんざい

しているのではなく、地域
ちいき

で暮
く

らす障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちが何
なん

らかの理由
りゆう

で地域
ちいき

生 活
せいかつ

に耐
た

えられない状 況
じょうきょう

に陥
おちい

った時
とき

に一時的
いちじてき

に利用
りよう

する社 会
しゃかい

資源
しげん

であり、専 門 的
せんもんてき

知識
ちしき

と技 術
ぎじゅつ

をもった支援
しえん

(病 院
びょういん

の場合
ばあい

は必 要
ひつよう

な

治 療
ちりょう

)や環 境
かんきょう

を提
てい

供
きょう

する社 会
しゃかい

資源
しげん

であると考
かんが

える。例
たと

えば、強 度
きょうど

の行 動
こうどう

障 害
しょうがい

を

起
お

こしている知的
ちてき

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の人
ひと

が、今後
こんご

の安 心
あんしん

、安 定
あんてい

した地域
ちいき

での生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

を

前 提
ぜんてい

に専 門 的
せんもんてき

な支援
しえん

を受
う

ける場合
ばあい

もあれば、環 境
かんきょう

整備
せいび

のために一時
いちじ

避難
ひなん

場所的
ばしょてき

に

活 用
かつよう

する場合
ばあい

もあると考
かんが

える。 

D-1-1、D-1-4 で述
の

べた論 点
ろんてん

と重
かさ

なる。 

○理由
りゆう

 

 二次
に じ

障 害
しょうがい

から精神科
せいしんか

に入 院
にゅういん

してある程度
ていど

寛 解
かんかい

した状 況
じょうきょう

であっても、地域
ちいき

生 活
せいかつ

に

は遠
とお

い人
ひと

たちがいる。この人
ひと

たちは自宅
じたく

で支援
しえん

するには難度
なんど

が高
たか

すぎ、さりとて病 院
びょういん

に継 続
けいぞく

入 院
にゅういん

することにはならないので、様 々
さまざま

な選択肢
せんたくし

が用意
ようい

される必 要
ひつよう

がある。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 行
げんこう

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

は、地域
ちいき

においてサービス基盤
きばん

が未整備
みせいび

で特
とく

に受
う

け入
い

れが困 難
こんなん

な

人
ひと

たちの住
す

まいと活 動
かつどう

の場
ば

として、また、行
い

き場
ば

のない人
ひと

たちのセーフティーネット

としての役 割
やくわり

はあるものと考
かんが

える。また、そのための機能
きのう

強 化
きょうか

は必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 
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【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

を行
おこな

っている障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

が施設
しせつ

を訪問
ほうもん

することを断
ことわ

る入所
にゅうしょ

施設
しせつ

がいまだに

多
おお

くある。このようなことは規制
きせい

すべき。入所
にゅうしょ

施設
しせつ

は、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

を説 明
せつめい

する障害者
しょうがいしゃ

の訪問
ほうもん

や入所者
にゅうしょしゃ

への説 明 会
せつめいかい

を積極的
せっきょくてき

に誘致
ゆうち

するなどを指定
してい

の条件
じょうけん

とすべき。 

 また、入所施設
にゅうしょしせつ

は今後
こんご

利用者
りようしゃ

が大 幅
おおはば

に増
ふ

える介護
かいご

保険
ほけん

の訪問
ほうもん

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

などを経営
けいえい

して人員
じんいん

を在宅
ざいたく

部門
ぶもん

に順次
じゅんじ

移
うつ

して入所者
にゅうしょしゃ

も減
へ

らす計画
けいかく

を立
た

てるべき。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・施設内
しせつない

、院 内
いんない

の取
と

り組
く

みから、地域
ちいき

支援
しえん

機関
きかん

（相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

、アドボカシ
あ ど ぼ か し

ー支援
しえん

機関
きかん

など）との橋 渡
はしわた

し役
やく

を担
にな

う。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

については、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

準 備
じゅんび

のためのトレーニング
と れ ー に ん ぐ

や、ショート
し ょ ー と

・

ミドルステイ
み ど る す て い

、レスバイト
れ す ば い と

等
とう

の機能
きのう

を 重 点
じゅうてん

とし、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

については 病 床 数
びょうしょうすう

を減
へ

らし、外 来
がいらい

・訪 問
ほうもん

診 療
しんりょう

、状 態
じょうたい

悪化
あっか

の際
さい

の短期
たんき

入 院
にゅういん

としての機能
きのう

を 重 点
じゅうてん

とする。 

○理由
りゆう

 

 長 期
ちょうき

の 入 所
にゅうしょ

・ 入 院
にゅういん

等
とう

による社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を解
かい

消
しょう

するために。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 本 人
ほんにん

の意向
いこう

確 認
かくにん

に 協 力
きょうりょく

をすること。地域
ちいき

移行
いこう

について地域
ちいき

事 業 体
じぎょうたい

との

協 力
きょうりょく

連 携
れんけい

を図
はか

ること。 

○理由
りゆう

 

 具体的
ぐたいてき

には、医 療
いりょう

機関
きかん

がごく普通
ふつう

に 行
おこな

う内 容
ないよう

について 行
おこな

っていただく。具体的
ぐたいてき

には、退 院
たいいん

についての家族
かぞく

への説 明
せつめい

、家族
かぞく

支援
しえん

が得
え

られなければ、反 対
はんたい

する家族
かぞく

も含
ふく

み、 入 院
にゅういん

は 治 療 上
ちりょうじょう

必 要
ひつよう

のないことの説 明
せつめい

責 任
せきにん

を果
は

たす。本 人
ほんにん

の権利
けんり

としての
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地域
ちいき

生 活
せいかつ

について説 明
せつめい

することと、権利
けんり

であるゆえに、地域
ちいき

での具体的
ぐたいてき

生 活
せいかつ

につい

て地域
ちいき

の支援
しえん

してくれる事 業 体
じぎょうたい

に委
ゆだ

ねることを説 明
せつめい

すること。事 業 体
じぎょうたい

に依頼
いらい

するこ

と。事 業 体
じぎょうたい

は本 人
ほんにん

との信 頼
しんらい

関 係
かんけい

のもと、家族
かぞく

にも説 明
せつめい

する義務
ぎ む

を果
は

たし、反 対
はんたい

さ

れても支援
しえん

することを伝
つた

えて実 行
じっこう

する。 

 基本的
きほんてき

には継 続 的
けいぞくてき

に治 療
ちりょう

が必 要
ひつよう

であれば、外 来
がいらい

患 者
かんじゃ

として対 応
たいおう

する。訪 問
ほうもん

看護
かんご

など医 療
いりょう

支援
しえん

が必 要
ひつよう

であれば地域
ちいき

の事 業 体
じぎょうたい

、多
おお

くは相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

との連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

に応
こた

える。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

を一
いち

方 向
ほうこう

のものと 考
かんが

えるのではなく、地域
ちいき

移行後
いこうご

の危機
き き

対 応
たいおう

の有 効
ゆうこう

な

手 段
しゅだん

のひとつとして、 病 院
びょういん

機能
きのう

を位置
い ち

づけるべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

が困 難
こんなん

となり 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

が望
のぞ

めば、いつでも 入 院
にゅういん

、 入 所
にゅうしょ

可能
かのう

で

あることの保 証
ほしょう

が必 要
ひつよう

である。かつて「脱施設
だつしせつ

政 策
せいさく

」を推 進
すいしん

した諸 外 国
しょがいこく

において、

頻
ひん

回
かい

に 入 退 院
にゅうたいいん

を繰
く

り返
かえ

すいわゆる「回 転
かいてん

ドア
ど あ

現 象
げんしょう

」を問 題
もんだい

視
し

する 考
かんが

え方
かた

が

多
おお

かった。しかし 病 状
びょうじょう

の 再 燃
さいねん

等
とう

に 対 処
たいしょ

する 有 効
ゆうこう

な 手 段
しゅだん

として、 病 院
びょういん

の

入 院
にゅういん

機能
きのう

やデイケア
で い け あ

機能
きのう

を評 価
ひょうか

すべきである。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

病 院
びょういん

の役 割
やくわり

としては、 病
びょう

院 内
いんない

に 多 職 種
おおしょくしゅ

チーム
ち ー む

（医 療
いりょう

関 係 者
かんけいしゃ

、福祉
ふくし

関 係 者
かんけいしゃ

からなる）をつくり、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に添った
そ っ た

地域
ちいき

移行
いこう

を可能
かのう

にすることである。

病 院
びょういん

はアウトリーチ
あ う と り ー ち

に対 応
たいおう

した 職 員
しょくいん

の養 成
ようせい

を急ぐ
いそぐ

べきであり、また地域
ちいき

移行
いこう

にあ

たっては地域
ちいき

の関 係
かんけい

機関
きかん

と連 携
れんけい

をとることが必 要
ひつよう

である。 

○理由 

 病 院
びょういん

の機能
きのう

としてアウトリーチ型
あ う と り ー ち が た

を進める
すすめる

必 要
ひつよう

がある。 

 

 

 



57 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 一 定
いってい

の 療 育
りょういく

効果
こうか

、又
また

は治 療
ちりょう

効果
こうか

により、施設
しせつ

、病 院
びょういん

から地域
ちいき

に移行
いこう

できる人
ひと

た

ちについては、施設
しせつ

、 病 院
びょういん

は、地域
ちいき

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
など

と連 携
れんけい

して、移行
いこう

におけ

る 環 境
かんきょう

をアセスメントし、 最 良
さいりょう

の移行
いこう

プログラムを設 定
せってい

するとともに、施設
しせつ

等
など

の

機能
きのう

を生
い

かし、地域
ちいき

移行後
いこうご

の自立
じりつ

生 活
せいかつ

を連 携
れんけい

して支
ささ

える必 要
ひつよう

がある。 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

、病 院
びょういん

は、入 所
にゅうしょ

、入 院
にゅういん

を必 要
ひつよう

としている人
ひと

たちがあることを踏
ふ

ま

え、その機能
きのう

を 充 実
じゅうじつ

し役 割
やくわり

を果たす
は   

とともに、専 門 的
せんもんてき

社 会
しゃかい

資源
しげん

を地域
ちいき

に 提 供
ていきょう

す

る必 要
ひつよう

がある。 

○理由 

 一 定
いってい

の 療 育
りょういく

効果
こうか

、又
また

は治 療
ちりょう

効果
こうか

により、地域
ちいき

移行
いこう

が可能
かのう

な人
ひと

たちについては、

本 人
ほんにん

にとって 最 良
さいりょう

の生 活
せいかつ

が実現できるように支援
しえん

を図る
はかる

べきであり、施設
しせつ

の専 門
せんもん

機能
きのう

は、移行
いこう

時
じ

及び
および

移行後
いこうあと

の支援
しえん

機能
きのう

として 提 供
ていきょう

する。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

  

 小 児
しょうに

の 領 域
りょういき

では、地域
ちいき

移行
いこう

を支援
しえん

するための医 療
いりょう

の役 割
やくわり

を明 確
めいかく

にしていく 

○理由
りゆう

  

 地域
ちいき

で生 活
せいかつ

していても、必 要
ひつよう

な時期
じ き

に必 要
ひつよう

な頻度
ひんど

の訓 練
くんれん

治 療
ちりょう

ができる機能
きのう

を

施設
しせつ

が 充 実
じゅうじつ

させる必 要
ひつよう

がある。具体的
ぐたいてき

には母子
ぼ し

入 院
にゅういん

、短期
たんき

入 院
にゅういん

集 中
しゅうちゅう

訓 練
くんれん

の

機能
きのう

が地域
ちいき

移行
いこう

を支援
しえん

する 重 要
じゅうよう

な役 割
やくわり

を果
は

たすことになる。地域
ちいき

移行
いこう

の 旗 印
はたじるし

の下
もと

漫 然
まんぜん

と頻度
ひんど

の尐
すく

ない通 院
つういん

訓 練
くんれん

を繰
く

り返
かえ

し、機能
きのう

の 向 上
こうじょう

する時期
じ き

を逸
いっ

してしまっ

ている例
れい

もみられる。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けた計 画
けいかく

作 成
さくせい

や体 験
たいけん

機能
きのう

の 提 供
ていきょう

、また、地域
ちいき

資源
しげん

の開 発
かいはつ

、連 携
れんけい

等
とう

の役 割
やくわり

が期待
きたい

される。また、地域
ちいき

移行後
いこうご

の緊急避難場所
きんきゅうひなんばしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

機能
きのう

）や

リハビリ
り は び り

等
とう

の専 門
せんもん

機能
きのう

の 提 供
ていきょう

施設
しせつ

、バックアップ
ば っ く あ っ ぷ

施設
しせつ

としても機能
きのう

が求
もと

められる。

こうした機能
きのう

を活
い

かすための財 政
ざいせい

支援
しえん

も検 討
けんとう

される必 要
ひつよう

がある。 
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○理由
りゆう

 

 特
とく

に、医 療
いりょう

支援
しえん

を受
う

けられるショートステイ
し ょ ー と す て い

が尐
すく

ない実 態
じったい

がある。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 院
にゅういん

や 病 院
びょういん

の側
がわ

が地域
ちいき

移行
いこう

に 協 力 的
きょうりょくてき

でなければ地域
ちいき

移行
いこう

がうまく進
すす

まない

ことはいうまでもない。地域
ちいき

移行
いこう

の担
にな

い手
て

として施設
しせつ

や 病 院
びょういん

を位置付
い ち づ

け、その役 割
やくわり

を

果
は

たしうるよな仕事
しごと

保 障
ほしょう

を 考
かんが

えるために、地域
ちいき

移行後
いこうご

の転 換
てんかん

計 画
けいかく

も必 要
ひつよう

である。 

 

【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 在 宅
ざいたく

での生 命
せいめい

や生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

していくためにバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

体 制
たいせい

としての 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

、病 院
びょういん

の存 在
そんざい

は必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

である。そのためにも、今後
こんご

医 療 型
いりょうかた

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に

は、１）短期
たんき

入 所
にゅうしょ

 ２）短期
たんき

、中 期
ちゅうき

、長 期
ちょうき

 有
ゆう

期限
きげん

有
ゆう

目 的
もくてき

入 所
にゅうしょ

 ３）期限
きげん

を区切
く ぎ

らない 長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

など、利用者
りようしゃ

のニーズ
に ー ず

に 応
おう

じて 選 択
せんたく

される、 選 択
せんたく

支援型
しえんがた

の

システム
し す て む

の機能
きのう

整備
せいび

が 重 要
じゅうよう

である。学 校
がっこう

や 商 店
しょうてん

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

で不可欠
ふかけつ

であるように、

基本的
きほんてき

に、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

も地域
ちいき

生 活
せいかつ

の一
ひと

つとして位置
い ち

づけるべきであり、

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

を地域
ちいき

生 活
せいかつ

と 対 極
たいきょく

におくべきではない。 

○理由
りゆう

 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

が果
は

たす役 割
やくわり

を明 確
めいかく

にし、医 療
いりょう

を必 要
ひつよう

とする 障 害 者
しょうがいしゃ

、と

くに 超 重 症 児 者
ちょうじゅうしょうじしゃ

が地域
ちいき

で 生 活
せいかつ

出来
で き

るようにするためのセンター
せ ん た ー

施設
しせつ

としての

役 割
やくわり

を強 化
きょうか

する必 要
ひつよう

がある。地域
ちいき

生 活
せいかつ

で 著
いちじる

しく 状 態
じょうたい

が不安定
ふあんてい

になったり、か

なりの医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

が必 要
ひつよう

になった場合
ばあい

に医 療
いりょう

機能
きのう

のある 重 症 児 者
じゅうしょうじしゃ

施設
しせつ

を選 択
せんたく

することや、問 題
もんだい

を改 善
かいぜん

する目 的
もくてき

で有
ゆう

期限
きげん

入 所
にゅうしょ

し 状 態
じょうたい

が安 定
あんてい

して地域
ちいき

支援
しえん

の

方 法
ほうほう

が確 立
かくりつ

したらまた地域
ちいき

生 活
せいかつ

にもどる体 制
たいせい

も 重 要
じゅうよう

である。病 院
びょういん

から在 宅
ざいたく

に

移
うつ

るまでの 中 間 的
ちゅうかんてき

機関
きかん

としての 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の役 割
やくわり

もある。安 定
あんてい

した 入 所 者
にゅうしょしゃ

が

地域
ちいき

移行
いこう

した後
あと

に、加齢
かれい

などにより 状 態
じょうたい

が重 度
じゅうど

になったり不安定
ふあんてい

になったとき 再
ふたた

び施設
しせつ

サービス
さ ー び す

が受
う

けられる、といったバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

機能
きのう

も 重 要
じゅうよう

となる。地域
ちいき

移行
いこう

の

バックアップ
ば っ く あ っ ぷ

機能
きのう

、セーフテイネット
せ ー ふ て い ね っ と

としての施設
しせつ

の役 割
やくわり

がしっかり保
たも

たれる必 要
ひつよう

が

ある。   
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【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 基ほん的
きほんてき

には、施
し

せつや 病
びょう

いんの 職
しょく

いんもふくめて、ちいきに移
うつ

る（地域
ちいき

移行
いこう

す）

べきである。ある一 定
いってい

の期
き

かんがすぎたあとは、施設
しせつ

・びょういんは大
おお

きくへらし、た

いへん限てい的
げんていてき

なうしろ支
ささ

え（バックアップ
ば っ く あ っ ぷ

）役
やく

わり以外
いがい

はなくすべきだ。 

○理由
りゆう

 

 権利
けんり

じょうやくでは、「○○ 障
しょう

がいだから施
し

せつ・ 病
びょう

いんでくらせない」というこ

とは問
もん

だいであるとしている。ならば、どんなに重
おも

いしょうがいがあっても、ちいきで

くらせる仕
し

くみが必
ひつ

ようだ。また、施
し

せつや 病
びょう

いんで 働
はたら

くしょくいんも、ちいきで

はたらくためのトレーニング
と れ ー に ん ぐ

をしたうえで、ちいきに移
うつ

るべきだ。そのあたりは、入 所
にゅうしょ

しせつをなくしたスウェーデン
す う ぇ ー で ん

、精
せい

しん 病
びょう

いんをなくしたイタリア
い た り あ

の例
れい

などをみなら

うべきだ。なお、そのさい、家
か

ぞくのふたんやふあんをふやさないように、重
じゅう

ど障がい者
しょうがいしゃ

であっても、家
か

ぞくをあてにしない支えん体せい
し え ん た い せ い

を、作
つく

ることがぜったいに必 要
ひつよう

だ。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 最 終 的
さいしゅうてき

には全 廃
ぜんぱい

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

に近
ちか

いところで精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、医 療
いりょう

が必 要
ひつよう

な重 度
じゅうど

の

障 害 者
しょうがいしゃ

が暮
く

らせるようにすべきである。地域性
ちいきせい

をもたない大規模
だいきぼ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や

病 院
びょういん

は地域
ちいき

移行
いこう

１０カ年
かねん

計 画
けいかく

の 中
なか

で廃止
はいし

するべきで、施設
しせつ

職 員
しょくいん

や 病 院
びょういん

の

職 員
しょくいん

は地域
ちいき

の中
なか

での 障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

支援
しえん

にあたるべきであって、再雇用
さいこよう

の場
ば

は開
ひら

かれている。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

は 積 極
せっきょく

的
てき

にグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

や 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

サービス
さ ー び す

を

展 開
てんかい

し、これら地域
ちいき

サービス
さ ー び す

と密 接
みっせつ

な連 携
れんけい

を図り
はか 

ながら地域
ちいき

の拠 点
きょてん

的
てき

な役 割
やくわり

を

果たして
は   

いく必 要
ひつよう

がある。また、今後
こんご

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

者
しゃ

、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

、 触
しょく

法
ほう

等
とう

の人
ひと
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たちの 積 極
せっきょく

的
てき

な受け入れ
う  い  

が可能
かのう

となるような物
ぶっ

的
てき

、人
じん

的
てき

は 条 件
じょうけん

整備
せいび

が必 要
ひつよう

とな

る。 

 また、地域
ちいき

の基盤整備
きばんせいび

とともに、住 民
じゅうみん

の 障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちの地域
ちいき

生 活
せいかつ

への理解
りかい

を

促 進
そくしん

していくことが 重 要
じゅうよう

となる。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・人 格
じんかく

と尊 厳
そんげん

を取
と

り戻
もど

し、自立
じりつ

にむけた生
せい

活 力
かつりょく

とエネルギ
え ね る ぎ

－を 養
やしな

う。 

・長 期
ちょうき

の 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 入 院
にゅういん

生 活
せいかつ

で 失
うしな

った地域
ちいき

生 活
せいかつ

のイメ
い め

－ジ
じ

づくりにむけて、

日々
ひ び

の 学 習
がくしゅう

や 宿 泊
しゅくはく

体 験
たいけん

等
とう

をおこなう。 

・安 定
あんてい

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

のために、病気期
びょうきき

間 中
まちゅう

や退院後
たいいんご

の健 康
けんこう

管理
かんり

や 服 薬
ふくくすり

の

指導
しどう

等
とう

をおこなう。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 24時間
じかん

キュア・ケアが可能
かのう

な在宅医
ざいたくい

・専門医
せんもんい

（ 病 院
びょういん

）、訪 問
ほうもん

看護
かんご

ステーション、介護
かいご

施設
しせつ

、 N P O
えぬぴーおー

などが連 携
れんけい

して支援
しえん

できる仕組
し く

み、機能
きのう

が必 要
ひつよう

。 

 一度退所
いちどたいしょ

、退 院
たいいん

したら，もうそこに戻
もど

ることが出来
で き

ないのではなく、また帰
かえ

れると

いう安 心 感
あんしんかん

などの 柔 軟 性
じゅうなんせい

を持
も

たせてほしい。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

は，疾 病
しっぺい

と精 神 的
せいしんてき

弱
よわ

さも持
も

ち合
あ

わせているので、退 所
たいしょ

したらも

う戻
もど

ることが出来
で き

ないと言
い

うのでは、家族
かぞく

も心 配
しんぱい

である。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めている施設
しせつ

・病 院
びょういん

がまだ一部
いちぶ

でしかないことが大
おお

きな問 題
もんだい

である。

全 体
ぜんたい

として取
と

り組
く

みを推 進
すいしん

するためには、国
くに

をはじめとして 行 政
ぎょうせい

の果
は

たす役 割
やくわり

が

大
おお

きい。それぞれの施設
しせつ

・ 病 院
びょういん

の個別
こべつ

の事 情
じじょう

を配 慮
はいりょ

しながらも、全 体
ぜんたい

として地域
ちいき

移行
いこう

をめざすために何
なに

が求
もと

められるのかを真 剣
しんけん

に検 討
けんとう

すべきである。 

 児童
じどう

虐 待
ぎゃくたい

等
とう

への対 策
たいさく

、育児
いくじ

支援
しえん

など地域
ちいき

で受
う

けられる支援
しえん

体 制
たいせい

が 整
ととの

わない限
かぎ
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り、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

願 望
がんぼう

は減
へ

らない。親
おや

亡
な

き後
あと

問 題
もんだい

[擁護者
ようごしゃ

亡
な

き後
あと

の問 題
もんだい

]を支
ささ

える

地域
ちいき

資源
しげん

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 24時間
じかん

精神科
せいしんか

安 心
あんしん

して利用
りよう

できるソフト 救 急
きゅうきゅう

の確 立
かくりつ

 

○理由
りゆう

 

 他
ほか

の病 気
びょうき

と同
おな

じように 救
きゅう

急 車
きゅうしゃ

で、いつでも、どこでも、誰
だれ

でも使
つか

えるため 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 医 療
いりょう

的
てき

ケア
け あ

の必 要
ひつよう

な重 度
じゅうど

障 害
しょうがい

者
しゃ

の場合
ばあい

など、特
とく

に 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

などと

の連 携
れんけい

が欠
か

かせない。本 人
ほんにん

、家族
かぞく

と相 談
そうだん

をしながら、地域
ちいき

移行後
いこうご

の生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

の整備
せいび

、

支援
しえん

体 制
たいせい

の引
ひ

き継
つ

ぎ、スタッフ
す た っ ふ

の育 成
いくせい

や必 要
ひつよう

な助 言
じょげん

、援 助
えんじょ

など、果
は

たす役 割
やくわり

は大
おお

きい。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行後
いこうご

の体 制
たいせい

は、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

の援 助
えんじょ

、助 言
じょげん

なしには実 現
じつげん

しない。時
とき

には、ショートステイ
し ょ ー と す て い

などの利用
りよう

で、継 続
けいぞく

した体 制
たいせい

作
つく

りをしていくことも必 要
ひつよう

であ

る。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

に出たら
で

断絶
だんぜつ

ということでなく、地域
ちいき

移行
いこう

を推 進
すいしん

するための資源
しげん

の一つ
ひと

として

地域
ちいき

での連 携
れんけい

関 係
かんけい

が 重 要
じゅうよう

。他方
たほう

、この国
くに

の精 神
せいしん

保健
ほけん

では医師
い し

と医 療
いりょう

機関
きかん

が上 位
じょうい

の権威
けんい

として振
ふ

る舞
ま

う面
めん

があるため、医 療
いりょう

や投 薬
とうやく

は地域
ちいき

の包 括 的
ほうかつてき

支援
しえん

のインフラの

一
ひと

つとして協調
きょうちょう

した機能
きのう

を果たして
は

欲しい
ほ

。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

、病 院
びょういん

も地域
ちいき

に溶
と

け込
こ

み、地域
ちいき

に開 放
かいほう

されていき、地域
ちいき

を支える
ささ

インフラとし

て 重 要
じゅうよう

な役 割
やくわり

を果たす
は

ことが望
のぞ

まれる。 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 病 床
びょうしょう

は 現 在
げんざい

の3
３

分
ぶん

の1
１

に 縮 小
しゅくしょう

し，地域
ちいき

で暮らす
く ら す

退 院 者
たいいんしゃ

に必 要
ひつよう

な場合
ばあい

に

訪 問
ほうもん

診 療
しんりょう

を実施
じっし

する． 

 病 状
びょうじょう

が悪化
あっか

した際
さい

には短期間
たんきかん

の 入 院
にゅういん

で 休 養
きゅうよう

できる機能
きのう

をもつ． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

の 可能性
かのうせい

を 高 め る
たか    

ことや地域
ちいき

移行
いこう

を希望
きぼう

する 人
ひと

に 対する
たい   

適 切
てきせつ

な

働 き か け
はたら      

をする役 割
やくわり

を有 し
ゆう  

、その機能
きのう

をより高める
たか   

必 要
ひつよう

がある。一 方
いっぽう

で、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

のバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

が困 難
こんなん

になった場合
ばあい

のセーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

とし

ての役 割
やくわり

と機能
きのう

も 重 要
じゅうよう

である。今後
こんご

、マンパワー
ま ん ぱ わ ー

を持つ
も  

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

においても、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

機能
きのう

や地域
ちいき

移行
いこう

に向けた
む け た

支援
しえん

機能
きのう

をさらに 充 実
じゅうじつ

させる必 要
ひつよう

があり、制度的
せいどてき

な支援
しえん

についても議論
ぎろん

されるべき。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

は、地域
ちいき

の総 合 的
そうごうてき

な社 会
しゃかい

資源
しげん

の支 え
ささ  

、連 携
れんけい

によって実 現
じつげん

さ

れるものであり、個々
こ こ

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の役 割
やくわり

の明 確
めいかく

や機能
きのう

強 化
きょうか

、その上
うえ

での適 切
てきせつ

な

連 携
れんけい

が図られる
はか     

必 要
ひつよう

があると思われる
おも     

ため。何 よ り
なに    

、様 々
さまざま

な不安
ふあん

やニーズ
に ー ず

をも

つ 重 い
おも  

障 害
しょうがい

のある 人 々
ひとびと

に寄り添い
よ  そ  

、 柔 軟
じゅうなん

かつ多様
たよう

な 方 法
ほうほう

で支える
ささ   

ことが

重 要
じゅうよう

であると考 え る
かんが   

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

前
ぜん

後
ご

、および地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

の過
か

程
てい

で、緊
きん

急
きゆう

避
ひ

難
なん

・生
せい

活
かつ

環
かん

境
きよう

のリ

セット(再
さい

編
へん

成
せい

)のために、一
いち

時
じ

的
てき

に２４時
じ

間
かん

支
し

援
えん

機
き

能
のう

を必
ひつ

要
よう

とする場
ば

合
あい

も見
み

られ

る。ケアマネジメントを前
ぜん

提
てい

とした、いつでも誰
だれ

でも受
う

け止
と

める安
あん

心
しん

サポートセンタ

ーであり、 再
ふたた

び地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

に送
おく

り出
だ

す通
つう

過
か

機
き

能
のう

として再
さい

編
へん

する。 

○理
り

由
ゆう

 

 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

・精
せい

神
しん

科
か

病
びよう

院
いん

を利
り

用
よう

してきた背
はい

景
けい

は、本
ほん

人
にん

を取
と

り巻
ま

く家
か

族
ぞく

・地
ち

域
いき

・

行
ぎよう

政
せい

等
とう

に地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

機
き

能
のう

が欠
けつ

如
じよ

していたことに依
い

拠
きよ

している。 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

・
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精
せい

神
しん

科
か

病
びよう

院
いん

は、 従
じゆう

来
らい

見
み

られた利
り

用
よう

期
き

限
げん

の無
な

い閉
と

ざした施
し

設
せつ

機
き

能
のう

を廃
はい

し、ケアマ

ネジメントを前
ぜん

提
てい

とした利
り

用
よう

期
き

間
かん

を設
せつ

定
てい

し、同
どう

時
じ

にニーズの確
かく

認
にん

とズレとなった阻
そ

害
がい

要
よう

因
いん

を地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

関
かん

連
れん

サービス事
じ

業
ぎよう

所
しよ

・相
そう

談
だん

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

等
とう

と分
ぶん

析
せき

・ 共
きよう

有
ゆう

し、到
とう

達
たつ

目
もく

標
ひよう

に向
む

けた支
し

援
えん

を担
にな

う、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

機
き

能
のう

の一
ひと

つとして現
げん

段
だん

階
かい

で

は現
げん

実
じつ

的
てき

であり有
ゆう

効
こう

である。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

移行
いこう

を支援
しえん

するシステム
し す て む

の 充 実
じゅうじつ

を 図
はか

るための地域
ちいき

移行
いこう

の意義
い ぎ

を 周 知
しゅうち

し、

サービス
さ ー び す

提 供 者
ていきょうしゃ

としての役 割
やくわり

を果
は

たすとともに、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

をバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

する機関
きかん

としての役 割
やくわり

と機能
きのう

を担
にな

うべきである。また、地域
ちいき

移行
いこう

を実 現
じつげん

がより促 進
そくしん

されるように 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

に対
たい

する 経
けいざいてき

済的な支援
しえん

も必 要
ひつよう

で

あると 考
かんが

えられる。しかし、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

からの地域
ちいき

移行
いこう

の一 律
いちりつ

に法文化
ほうぶんか

することに

ついては賛 同
さんどう

しかねる。 

○理由 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や 病 院
びょういん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

をバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

する機関
きかん

としての役 割
やくわり

と機能
きのう

を

担
にな

うべきである。入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

については、「論 点
ろんてん

Ｅ
いー

-
－

1
１

-
－

1
１

」と同 様
どうよう

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

る

ための社 会
しゃかい

資源
しげん

のひとつと位置
い ち

づけて、その機能
きのう

を、入 所 者
にゅうしょしゃ

も含
ふく

めた 地
ちいき

域 住
じゅうみん

民の生 活
せいかつ

のために有 効
ゆうこう

に活 用
かつよう

するシステム
し す て む

の構 築
こうちく

を検 討
けんとう

すべきと 考
かんが

える。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 他
ほか

のものと 平 等
びょうどう

に 入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

が 必 要
ひつよう

なときには 入 院
にゅういん

できればいいが、

障 害 者
しょうがいしゃ

に限
かぎ

って特 別
とくべつ

の役 割
やくわり

や機能
きのう

は不要
ふよう

 

○理由
りゆう

 

 他
ほか

のものと 平 等
びょうどう

な地域
ちいき

生 活
せいかつ

確 立
かくりつ

のため 

 


